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1 はじめに

　世界の狩猟採集民社会の研究は，文化人類学において長い歴史がある（e.g. 池

谷編 2017; 岸上編 2015; 佐々木編 2002a, 2002bほか多数）。第 2次世界大戦前にお

いてはイギリスの社会人類学者ラドクリフ＝ブラウンによるアンダマン島民や

オーストラリア先住民の社会構造の研究，ロシアの民族学者ウラジミル・ボゴラ

スによるロシア・チュコト半島の海岸沿いに暮らすユピック・エスキモーやチュ

クチの研究，アメリカの人類学者フランツ・ボアズによるカナダのイヌイットお

よび北西海岸先住民の研究，フランスのマルセル・モースによるイヌイット社会

の研究などが行われた。戦後にはアメリカのコリン・ターブルによるアフリカの

コンゴ盆地のピグミー研究（とくにムブティの集団），カナダのリチャード・

リーらによるカラハリ砂漠のサン（とくにクン・サンの集団）研究などが実施さ

れた。

　そして 1966年 4月にアメリカのシカゴで開催された「マン・ザ・ハンター

（Man the Hunter）会議」では，世界各地から多数の研究者が集まり，現存する狩

猟採集民の生態や経済，社会，信仰，世界観など多岐にわたるテーマが議論され

た（Lee and DeVore eds. 1968）。加えて，緯度の違いに着目して，世界のさまざ

まな狩猟採集民の生業活動の差異，性的分業，柔軟な社会構造，分配の原理など

についても比較検討された。このシカゴ会議の開催を契機として，不定期では
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あったが，狩猟採集民社会の研究者が一同に集まる国際狩猟採集社会会議

（International Conference on Hunting and Gathering Societies，略称 CHAGS）が行わ

れるようになった。第 1回はパリ（1978年），第 2回はカナダ・ケベック（1980

年），第 3回はドイツのバート・ホムブルク（1983年），第 4回はロンドン（1986

年），第 5回はオーストラリア・ダーウィン（1988年），第 6回はアラスカ・フェ

アバンクス（1990年），第 7回はモスクワ（1993年）（煎本 1993），第 8回は大

阪（1998年，国立民族学博物館と京都大学アフリカ地域研究センターの共催）

（池谷 1999; 岸上 1999; 佐々木 1999; Lee 1999），第 9回はイギリス・エジンバラ

（2003年）（池谷 2003），第 10回はイギリス・リバープール（2013年）（池谷

2013; 八塚・松浦・亀井 2013; 加藤 2014），そして今回の第 11回はオーストリア

の首都ウィーン（2015年）で開催された（Lee 2014）（図 1参照）。また，これら

のそれぞれの会議のあとには，多数の研究論文集が刊行されてきた1）（付録：

370–372頁を参照）。このため，この会議での報告内容や成果出版は，世界の狩

猟採集民研究の最新の状況を反映していると思われる。

　さて今回の第 11回国際狩猟採集社会会議（CHAGS11）は，狩猟採集民社会研

究の画期とされる「マン・ザ・ハンター会議」（1966年，シカゴ大学）から半世

紀経った時期に開催されたこともあり，全体テーマとして「狩猟採集民研究への

再注目」（Refocusing Hunter-Gatherer Studies）が掲げられた。そこでは，過去 50 

年間の研究成果と新しい調査課題が，現在と将来にどのように活かされるのかが

問い直される機会となった。

　本会議には，国立民族学博物館から池谷和信，岸上伸啓，佐々木史郎，戸田美

佳子の 4名が参加した。本稿の目的は，第 11回国際狩猟採集社会会議にこれら

4名が参加したセッションを中心に発表内容を紹介することによって，この分野

に関する新しい研究動向を紹介することである2）。まず，会議全体のセッション

について概略を述べた後，シベリアを含むユーラシア北方地域，北アメリカ北方

地域，環北太平洋地域，アフリカのコンゴ盆地とカラハリ砂漠地域の狩猟採集民

研究について紹介する。そして最後に研究動向を要約するとともに，今後の研究

課題を提示する。
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2 多岐にわたる研究報告

　今回の会議は，2015年 9月 7日から 11日までの 5日間にわたって，オースト

リアのウィーン大学において開催された。プログラムによると会議は，3件のプ

レナリー・パネルと 52のセッション（分科会）から構成されていた3）。パネル

とセッションの題目は，次の表 1の通りである。この会議には，42カ国からの

べ約 500名が参加し，基調講演 2件，口頭発表 317件，ポスター発表 7件そして

映画上映 7件が行われた（園田・二文字屋・関野 2015: 462; 関野・戸田 2016: 

47）。また，今回の会議の特徴は，つぎの 2点にまとめられる。

　第 1は，今回の会議には研究者のみならず，先住民の代表や NGOの代表らが

参加したために，多様な視点を反映した会議であった点である。第 2は，ユーラ

シア大陸や北アメリカ大陸の北方地域の狩猟採集民社会を専門とする研究者が多

数，参加したため，研究発表はほぼ全世界を網羅した会議であった点である。

　まず，プレナリー・パネルは，①「狩猟採集民研究・人類進化・人類の本質

―対話と論議」，②「変化する世界のなかでの狩猟採集民」，③「今回の会議か

ら私たちが学んだこと」からなっている。①のパネルでは，人類の本質を究明す

図 1　これまでの国際狩猟採集社会会議（CHAGS）の開催地　（　）内は第何回かを示す。
　　　　（出所）池谷による作成

大阪・民博（8）
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ケベック（2）
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ダーウィン（5）

ロシア、モスクワ（7）
オーストリア、ウィーン（11）ロンドン（4）

エジンバラ（9）

リバプール
（10）

ドイツ、バート・ホムブルク（3）

フランス、パリ（1）
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表 1 第 11回国際狩猟採集社会会議の全体パネルと分科会パネル

Plenary I: Hunter-Gatherer Research, Human Evolution, and Human Nature: Dialogues and Debates
Plenary II: Hunter-Gatherers in a Changing World
Plenary III: CHAGS11: What Have We Learnt

Sessions
1. The Archaeology of Narratives or Towards a Narrational Archaeology
2. The Diversity of Hunter-Gatherer Pasts
3. What’s New in What’s Old?
4. The Society During the Late Pleistocene to the Early Holocene in East Asia
5. Investigating the Rise of the North Pacific Maritime Tradition （Archaeology and History）
6. Detecting Shifts in Mobility Strategies in Prehistoric and Contemporary Forager Societies
7. Hunter-Gatherers and the Law
8. Thriving Futures: Community Based Research and Planning
9. The Secret Life of Hunter and Gatherer Collections and Exhibitions
10. Multimedia Resources for Hunter-Gatherer Research
11. Hunters and Gatherers on Display
12. Historical Ecology of Indigenous People in Amur Region
13. Contemporary Issues among Hunter-Fishers Across the North Pacific
14. Research and Activism among the Kalahari San Today: Ideals, Challenges and Debates
15. Inuit Studies Today: New Approaches to Old Issues
16.  Amazonia from East to West: Synthesizing Perspectives on Foraging Societies in Lowland South 

America
17. Religious Beliefs and Practices as Definig Features in Small-Scale Hunting-Gathering Societies
18. Hunter-Gatherers’ Metaphysics – Does It Exist?
19. Conflict and Resilience in Hunter-Gatherer Religions
20.  Dynamics and Variations in the Conception and Performance of （E） jengi, Guardian Spirit of the 

Congo Basin Forest
21. Ritual Action
22. Theories from the Field? Siberian Ethnography of Hunter-Gatherers and Anthropological Theory
23. A Glimpse into Our Past?
24./46. Hunter-Gatherer Affluence: Social and Material Perspectives
25. Challenging Those Who Think Only Advanced Cultures Have Rights or Values
26. Hunter-Gatherers, Archaeology and the Emergence of Symbolic Culture
27.  Oral Tradition, Sociolinguistics, Language Contact in Hunting and Gathering Societies. An 

Ethnolinguistic Perspectives on Identity Matters.
28. Hunter-Gatherer Languages in Contact
29. Personal Autonomy among Hunter-Gatherers: Egalitarianism, Relationality, and Personhood
30.  Is Hunter-Gatherer Kinship Special and （How） Does It Change? Perspectives from Anthropology, 

Linguistics, History and Beyond
31. Boundaries: Encroachment, Competition, Cooperation, and Conflict in the Hunter-Gatherer Past
32. Human-Bird Relationships in the Study of Hunters and Gatherers
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るために人類進化の視点から研究報告がなされた。具体的には，民族考古学，食

事，道具利用，養育，交換，社会組織，ジェンダー，人口の増加率，戦争と平和

に関するテーマが論議された。また，②のパネルでは，アラスカやシベリアでの

土地権や漁業権の問題，カメルーン南東部における森林の変化と生業活動，ブラ

ジル・アマゾンにおける動物の減少と狩猟民といったテーマが選ばれている。そ

して③のパネルでは，会議全体の総括がなされた。

　執筆者のひとりである池谷和信は，52にも及ぶ分科会の傾向を整理すると，

狩猟採集民社会に関する理論的研究，歴史研究，社会・文化研究，地域集団研

究，現代社会との関係の研究という 5つのカテゴリーに分類できると考えてい

る4）。

　第 1のカテゴリーは，狩猟採集民を対象にした理論的研究である。人類進化論

や平等社会論とのかかわりで狩猟採集民を位置付ける研究が多かった。このカテ

ゴリーに入るのは，セッション 40「狩猟採集民の行動生態学および進化モデル」

（40. Hunter-Gatherers Behavioural Ecology & Evolutionary Modelling），セッション 39

33. Verbal and Non-Verbal Communication among Human and Non-Human Animals
34. Relationships of No Small Significance: Invisibility, Animals, and the Domus
35. Animal Auxiliaries among Hunting and Gathering Societies
36. Hunter-Gatherer Ecologies: Paths Forward
37.  Indigenous Legal Practices and Legal Practices Regarding Indigenous Rights in the Circumpolar 

North
38. Hunter-Gatherer Childhood
39. Evolution of Inequality （Including Warfare and Violence）
40. Hunter-Gatherers Behavioural Ecology & Evolutionary Modelling
41. Subsistence Practices and the Ways of their Transmission to Future Generations
42. Aboriginal Whaling and Identity in the Twenty-First Century
43. Food Transactions Involving Money among Hunting and Gathering Peoples
44. Food （in-）security in Times of Changing Land and Ways of Life
45. The Things We Share: Affordances and Obligations
47. New Tendencies in Gathering Economies: Round Table
48. Extractive Industries: Impacts, Benefits and Participation of Local Communities
49. Critical Ecology Exploring Civilizing Alternatives to Industrial Modernity
50. Women’s Roles in Contemporary Hunting and Gathering Societies
51. Contributed Papers in Hunter-Gatherer Studies
52. Hunter-Gatherers in a Changing World
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「（戦争や暴力を含む）不平等性の進化」（39. Evolution of Inequality （Including 

Warfare and Violence）），セッション 24「狩猟採集民の豊かさ―社会的・物質的

観点（24./46. Hunter-Gatherer Affluence: Social and Material Perspectives），セッション

36「狩猟採集民の生態」（36. Hunter-Gatherer Ecologies: Paths Forward），セッショ

ン 29「狩猟採集民の個人の自律性―平等主義，関係性，そして人格」（29. 

Personal Autonomy among Hunter-Gatherers: Egalitarianism, Relationality, and 

Personhood），セッション 33「人と人以外の生き物との音声および非音声による

コミュニケーション」（33. Verbal and Non-Verbal Communication among Human and 

Non-Human Animals）などが挙げられる。

　第 2のカテゴリーは，先史学者や考古学者，歴史学者による過去の時代の狩猟

採集民に関する研究である。まず，考古学ならではの研究テーマとしては，以下

のようなセッションがあった。すなわち，セッション 26「狩猟採集民・考古学・

象徴文化の出現」（26. Hunter-Gatherers, Archaeology and the Emergence of Symbolic 

Culture），セッション 5「北太平洋海洋文化伝統の出現を調査する―考古学と歴

史学」（5. Investigating the Rise of the North Pacific Maritime Tradition （Archaeology and 

History）），セッション4「東アジアにおける後期更新世から初期完新世までの社会」

（4. The Society During the Late Pleistocene to the Early Holocene in East Asia ），セッ

ション 1「物語の考古学」（1. The Archaeology of Narratives or Towards a Narrational 

Archaeology），セッション 2「狩猟採集民の過去の多様性」（2. The Diversity of 

Hunter-Gatherer Pasts）などである。また，過去と現在の狩猟採集民の比較によっ

て過去を復元しようとする民族考古学的研究のセッション 6「先史時代と現代の

狩猟採集社会における移動戦略の移行の探索」（6. Detecting Shifts in Mobility 

Strategies in Prehistoric and Contemporary Forager Societies）があった。このほかに

も，セッション 27「狩猟採集社会における口頭伝承，社会言語学と言語接触」

（27. Oral Tradition, Sociolinguistics, Language Contact in Hunting and Gathering 

Societies. An Ethnolinguistic Perspectives on Identity Matters.）およびセッション 28

「狩猟採集民の言語接触」（28. Hunter-Gatherer Languages in Contact）やセッショ

ン 31「境界の問題」（31. Boundaries: Encroachment, Competition, Cooperation, and 

Conflict in the Hunter-Gatherer Past）に焦点を当てた歴史的研究がみられた。

　第 3のカテゴリーは，現存する狩猟採集民の社会的・文化的諸側面に焦点を当
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てた研究である。食と生業や社会，信仰，先住民運動などに関する研究である。

まず，食と生業では，セッション 47「採集経済における新傾向」（47. New 

Tendencies in Gathering Economies: Round Table），セッション 41「将来に向けての

生業実践と継承の方法」（41. Subsistence Practices and the Ways of their Transmission 

to Future Generations.），セッション 42「21世紀における先住民捕鯨とアイデン

ティティ」（42. Aboriginal Whaling and Identity in the Twenty-First Century）などが

新しい生業研究として注目される。また，セッション 44「土地と生活様式が変

化する時代における食の（非）安全保障」（44. Food （in-）security in Times of 

Changing Land and Ways of Life）やセッション 43「狩猟採集民社会における貨幣

を用いた食物の取引」（43. Food Transactions Involving Money among Hunting and 

Gathering Peoples）なども新たな研究の方向性を示している。なお，生業を正面

に扱ったわけではないが，人と鳥との相互関係に着目したセッション 32「狩猟

採集民研究における人間と鳥の関係」（32. Human-Bird Relationships in the Study of 

Hunters and Gatherers）は，自然と人との密接なかかわりをテーマにしている。

　現代の狩猟採集民の社会的側面を対象にした研究では，セッション 30「狩猟

採集民の親族は特別か，そしてそれはどのようにかわるか」（30. Is Hunter-

Gatherer Kinship Special and （How） Does It Change? Perspectives from Anthropology, 

Linguistics, History and Beyond），セッション 38「狩猟採集民の子供期」（38. 

Hunter-Gatherer Childhood），セッション 50「現在の狩猟採集民社会における女性

の役割」（50. Women’s Roles in Contemporary Hunting and Gathering Societies），セッ

ション 7「狩猟採集民と法」（7. Hunter-Gatherers and the Law），セッション 52「変

化する世界のなかでの狩猟採集民」（52. Hunter-Gatherers in a Changing World）な

どのセッションが注目される。また，信仰に関しては，セッション 17「小規模

狩猟採集民社会における特徴としての信仰とその実践」（17. Religious Beliefs and 

Practices as Definig Features in Small-Scale Hunting-Gathering Societies），セッション

35「人間の狩猟や採集を助けてくれる動物」（35. Animal Auxiliaries among 

Hunting and Gathering Societies），セッション 19「狩猟採集民の信仰における紛争

と レ ジ リ エ ン ス（ 回 復 力 ）」（19. Conflict and Resilience in Hunter-Gatherer 

Religions）などのセッションがあった。なお，先住民運動については，前回の会

議と比べ，研究報告が少なかった。セッション 37「環極北地域における先住民
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権に関する法的実践」（37. Indigenous Legal Practices and Legal Practices Regarding 

Indigenous Rights in the Circumpolar North）がみられた程度である。

　第 4のカテゴリーは，特定地域に暮らす狩猟採集民の地域集団に焦点を当てた

研究である。ここから，多数の研究者が調査・研究している地域がよくわかる。

例えば，アフリカでは，カラハリ砂漠とコンゴ盆地である。セッション 14「現

在のカラハリ・サンの研究とアクティヴィズム―理念，挑戦，論議」（14. 

Research and Activism among the Kalahari San Today: Ideals, Challenges and Debates ）

やセッション 20「森の精霊・（エ）ジェンギの概念とパフォーマンスに関するダ

イナミクスとバリエーション」（20. Dynamics and Variations in the Conception and 

Performance of （E）jengi, Guardian Spirit of the Congo Basin Forest）などである。こ

れらのほかにも，セッション 15「今日のイヌイット研究―古い問題への新しい

アプローチ」（15. Inuit Studies Today: New Approaches to Old Issues），シベリアに

焦点をあてたセッション 22「フィールドから理論へ？―シベリア狩猟採集社会

の 民 族 誌 と 人 類 学 理 論 」（22. Theories from the Field? Siberian Ethnography of 

Hunter-Gatherers and Anthropological Theory），アムール川流域における生態環境

と人間の関係の変化に焦点をあてたセッション 12「アムール川地域における先

住民による歴史的生態）（12. Historical Ecology of Indigenous People in Amur Region），

北太平洋沿岸部に焦点を当てたセッション 13「東西北太平洋岸沿岸地域におけ

る狩猟・漁撈民の現代的課題」（13. Contemporary Issues among Hunter-Fishers 

across the North Pacific），アマゾン低地帯に焦点を合わせたセッション 16「アマ

ゾンの東から西へ―南米低地の狩猟民への総合的視点」（16. Amazonia from East 

to West: Synthesizing Perspectives on Foraging Societies in Lowland South America）な

どがあった。

　最後の第 5のカテゴリーは，狩猟採集民社会と現代社会とのかかわりを示す研

究である。例えば，狩猟採集社会を博物館展示やメディアなどを通じてどのよう

に紹介するのかを論じるセッションがあった。具体的には，セッション 9「狩猟

採集民に関わるコレクション・展示の諸問題」（9. The Secret Life of Hunter and 

Gatherer Collections and Exhibitions），セッション 11「狩猟採集民の展示」（11. 

Hunters and Gatherers on Display），セッション 10「狩猟採集民研究のためのマル

ティメディア資源」（10. Multimedia Resources for Hunter-Gatherer Research）など
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のセッションである。このほかにも，セッション 8「未来の成功のために―コ

ミュニティに基づいた調査・計画の重要性」（8. Thriving Futures: Community 

Based Research and Planning），セッション 48「採掘産業―ローカルコミュニ 

ティのインパクト、利益と参入」（48. Extractive Industries: Impacts, Benefits and 

Participation of Local Communities），セッション 49「産業化社会を選択した現代

文明への生態学的批判」（49. Critical Ecology Exploring Civilizing Alternatives to 

Industrial Modernity），セッション 25「発展した文化のみが権利や価値を有すると

考える人びとへの挑戦」（25. Challenging Those Who Think Only Advanced Cultures 

Have Rights or Values）なども挙げることができる。

　本会議では，このように多岐にわたるテーマが報告されたが，平等主義やシェ

アリング，自律性など，狩猟採集民社会の一般的特徴として初期の研究から議論

が重ねられてきた「古典的」といえるトピックとともに，狩猟採集民と国家や

NGOとのかかわり，資源開発，動物と狩猟採集民との関係，狩猟採集民の展示

など新しいテーマを取り上げた研究発表が多くみられた。

3 シベリア，極東ロシアおよびユーラシア極北地域

　ここでは執筆者のひとりである佐々木史郎の専門領域に合わせて，ロシア連邦

のシベリアと極東およびユーラシア大陸の極北地域と寒冷地域を調査地，あるい

は研究対象とするセッションあるいは個別発表を中心に報告する。

3.1 シベリアを前面に出したセッション

　主催者の一人であるウィーン大学のピーター・シュヴァイツアー（P. 

Schweitzer）がシベリアや極北地域を専門とする人類学者であることが関係して

か，本国際会議では，シベリア，極東ロシア，あるいは極北地域をフィールドと

する研究者の報告が，例年に比べて多かった。特にシベリアと極東ロシアを主な

対象地域として前面に出していたのは以下の 2セッションだった。

セッション 12「アムール川地域における先住民の歴史的生態」（12. Historical 

Ecology of Indigenous People in Amur Region）

セッション 22「フィールドから理論へ？―シベリア狩猟採集社会の民族誌と人
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類学理論」（22. Theories from the Field? Siberian Ethnography of Hunter-Gatherers and 

Anthropological Theory）

3.1.1 セッション 12「アムール川地域における先住民の歴史的生態」

　セッション 12は佐々木史郎が大西秀之（同志社女子大学）と共同で主催した

ものである。その目的は極東ロシアの中でも，アムール川下流域と沿海地方とい

う限定した地域の中で，人びとが環境の変化にどのように対応したのかという問

題を，先史時代から現代まで通時的に通覧し，環境適応に関する時間を超えた法

則性，一般性を追求しようという試みだった。これはいいかえれば，地理的な広

がりの中で比較することで，調査地点を相対化して理論化を図る共時的研究が主

流の現代の人類学に対して，時間的な広がりの中で調査時点，あるいは民族誌が

記述された時点を相対化して理論化，法則化を図る通時的な人類学の探究であ

る。ここにはロシアと日本から考古学，歴史学，人類学，民族学，そして地理学

とリモートセンシングなどをそれぞれ専門とする 6人（ロシア側 3人，日本側 3

人）の研究者を集めて，自然環境，政治体制，住民間の文化交流，ランドスケー

プ，そして土地利用といった項目の相関的な変化に焦点を当てた報告と議論を

行った。

　まず，大西によるセッション全体の趣旨説明に続く，ロシア科学アカデミー極

東支部極東諸民族歴史学考古学民族学研究所（ロシア科学アカデミー準会員）の

ニコライ・クラージン（N. N. Kradin）による報告「北東アジアにおける世界シ

ステムのネットワークと前産業化社会の中心＝周縁の相互作用―ウス

リー川流域の事例から」（World-system Network and Center = Periphery Pre-industrial 

Interaction in North-Eastern Asia: Ussuri Valley Region）では，ウスリー水系を構成

する支流域（ウスルガ，イマン，ビキン，ホルといった支流の流域）における新

石器時代から民族誌時代（19世紀初頭ぐらい）までの時代の遺跡と遺物の分析

から，極東ロシアの地域間ネットワークの変遷をたどる。彼はネットワークを

「モノのネットワーク」（bulk goods network），「威信財ネットワーク」（prestige 

goods network），「政治＝軍事ネットワーク」（political and military network），「情

報ネットワーク」（information network）に分類し，時代ごとにいかなる種類の

ネットワークが現れ，卓越していくかを検証した。その結果，先史時代から国家
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（中国）との関係が生じる時代まで，モノのネットワークから威信財のネット

ワークへと拡大し，靺鞨や女真といった勢力が自前の政権を築くようになると，

政治＝軍事ネットワークや情報ネットワークが形成されていく。しかし，モンゴ

ルの元がこのようなネットワークを破壊して支配した結果，これらのネットワー

クは限定された範囲でしか機能しなくなったという結論である。

　次いで佐々木史郎の「アムール川下流域における農耕限界線―今日の先住民

族に関する歴史記録から」（Limiting Line of Farming on the Lower Amur River Basins: 

From Historical Records on the Ancestors of the Indigenous Peoples）では，アムール

川下流域の先住民族の祖先たちに関する詳しい記録が中国の歴史書に登場するよ

うになる 13世紀から 20世紀初頭に至る時代までの，アムール川上に見られた農

耕限界線の変遷とその環境的，政治経済的背景の考察を行った。佐々木は農耕限

界線を，自然環境と文化による限界線（狭義の限界線，気候的に農耕に不向きで

あると同時に，住民の文化が農耕を忌避する）と，国家が農生産物を税として徴

収する対象とする地域の限界（広義の限界線）とに分けて，各時代の史料を分析

した。その結果，広義の限界線は中国東北地方の支配王朝が漢民族の明から満洲

民族の清に変わる頃から松花江流域を下流に動き，清が滅亡する直前（19世紀

末）までには松花江の河口近くまで移動していた。それに対して，狭義の限界線

は 13世紀から 18世紀中期までほとんど変化が見られず，19世紀に若干下流に

移動し，20世紀には大きく上流に移動するという変化を見せた。これには恐ら

く清という政権の興隆と衰微，そして近代国家となったロシアの進出などの政治

経済的な要因が大きく関わっている，と主張する。

　3番目の報告は，ロシア科学アカデミーピョートル大帝記念人類学民族学博物

館のセルゲイ・ベレズニツキー（S. V. Berezntsky）の「18世紀のロシアから中国

へ向かうキャラバンがもたらしたアムール川の先住民に関する民族学的情報」

（The Role of Trade Caravans of the 18th Century in the Flow from China to Russia on 

Ethnographic Information about the Indigenous Peoples of the Amur）である。この報

告では，18世紀中期にロシアから中国へ送られた交易キャラバンが持ち帰った

『八期通志』のロシア語訳によって，当時のアムール川流域にいた先住民族に関

する情報が飛躍的に増大したことが述べられた。その背景には 1727年に締結さ

れたキャフタ条約が大きく関わっており，当時の内陸アジアの国際情勢が，ロシ
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アの民族学の発展に寄与するとともに，そこで得られた知識や情報が 100年後の

ロシアの対アムール地方先住民族政策にも影響を及ぼしていることを明らかにし

た。

　4番目の報告は，ロシア科学アカデミー極東支部極東諸民族歴史学考古学民族

学研究所のアンドレイ・サマル（A. P. Samar）の「樺太のウイルタの装飾骨細工」

（Ornamented Bones of the Uilta in Sakhalin）である。この報告では，樺太（サハリ

ン）の先住民族であるウイルタの骨製品（バックル，針入れ，ナイフの柄など）

に彫刻される文様の構成要素の分析を行った。そこにはウイルタ独自のものと同

時にアイヌ，ニヴフ，エヴェンキなど周辺の諸民族の要素が混入しており，基本

的な生業パターンの違いに影響されない相互の文化交流の痕跡が色濃く残されて

いることが示されていた。

　5番目の報告は，松森智彦（同志社大学）の「民族誌的探査におけるコロナ衛

星画像の利用について―極東ロシアのアムール川流域の事例から」（Use of 

Aerial Photographs Taken by Corona Satellites in an Ethnographic Survey: Amur Region 

in the Russian Far East）である。そこでは，歴史研究や民族誌研究にリモートセ

ンシングをどのように役立てることができるのかという資料と分析方法について

の報告が行われた。冷戦時代のスパイ衛星だったコロナ衛星がソ連各地を撮影し

た衛星写真は，現在は公開されていて，ネットを通じて購入することができる。

それらは 1960年代および 70年代当時の地形や植生，土地利用状況をよく示して

いて，それを現在の衛星画像と比較し，さらに現地へ出向いて確認することで，

植生や土地利用状況の変化を具体的に知ることができる。松森報告はその活用方

法とともに，衛星写真が持つ他の可能性について言及した。

　6番目の報告は，大西秀之の「ソ連崩壊の前と後における先住民の生業活動

―アムール地域のナーナイの 2つの村落の事例から」（Subsistence Activities of 

Indigenous People before and after the Collapse of the Soviet Union: A Case Study of 

Two Nanai Villages in Amur Region）である。そこでは，前の松森智彦の報告で紹

介された衛星写真を用いたリモートセンシングの結果を使って，1970年代のソ

連時代の土地利用と 2000年代のソ連崩壊後の時代の土地利用の比較を行った。

事例はアムール川下流域の先住民ナーナイの 2つの村（コンドン村とウリカ・ナ

ツィオナーリノエ村）である。そこから見えるのは，ソ連時代には先住民村落の
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周囲に集団農場が経営する広大な穀物農場やジャガイモ畑が見られるのに対し

て，現代ではそれらが消滅して，森や湿地に戻ってしまっていたことである。大

西は現地にも行き，現状の確認も行った。これらの写真に見える相違は，ソ連時

代（社会主義時代）とその崩壊後の時代の間に起きた社会変動を物語っていると

も思えるが，現地での聞き取りでは，すでにソ連時代の間に集団農場の畑は生産

が落ち，農場の機能が低下していたことがわかった。すなわち，社会主義体制崩

壊の前と後の写真は，社会主義体制が内包していた制度的な不備や広大な領域を

隅々まで維持することの困難さを物語っていたといえるだろう。

　このセッションでは，自然環境，政治体制，文化交流と生産活動，土地利用な

どとの間の関係を一つの地域で通時的に検証した。そこから環境と文化との関係

性に関する何らかの一般モデルを抽出するところまではできなかったが，そのた

めの材料と方法論を提供することはできた。

　質疑応答の時間には，フロアから，考古学や人類学の調査によって得られる遺

物やランドスケープなどのような物質的で具体的なデータと，歴史学研究によっ

て得られるテキスト情報のような抽象的なデータの間をどのようにつなげるのか

という重要な問題が提起された。それに対しては，問題の核心に迫る考察がまだ

できていないことを告白しつつ，以下の 3点を指摘しておいた。1）極東ロシア

に関しては 19世紀末から，20世紀にかけての 100年の間に多くの民族誌や行政

文書が作成され，民具などの標本資料やランドスケープを留める映像資料など

が，ロシアだけでなくヨーロッパ，アメリカ，日本，中国など世界各地に残され

ていること，2）それらの物質的なデータとテキストデータとを整合的につなげ

る方法論を確立させていく格好の機会であること，3）歴史文書が古い時代から

残され，他方で考古学研究や民族学研究のデータも蓄積されている極東ロシア

は，このような研究を行う上で恵まれた条件にあることである。

3.1.2 セッション 22「フィールドから理論へ？―シベリア狩猟採集社会の民族

誌と人類学理論」

　セッション 22は，イギリスのアバディーン大学に所属するシベリアのエヴェ

ンキの研究で有名なデイヴィッド・アンダーソン（D. G. Anderson）が，ロシア

科学アカデミー・ピョートル大帝記念人類学民族学博物館に所属し，アバディー
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ン大学客員研究員でもあるドミトリ・アルジュートフ（D. V. Arzyutov）と共同で

主催したセッションである。その目的は，フィールドデータから理論が導かれて

いく過程で何が決定的な役割を果たすのかという問題をシベリアのフィールドか

ら考えてみようということにある。そこでは A.アパデュライ（A. Appadurai）と

J.フェビアン（J. Fabian）が強調したフィールドとその地域の植民地の歴史との

関係に着目するとともに，シベリアのエヴェンキを研究対象とした 3人の人類学

者，すなわちプリンス・クロポトキン（P. A. Kropotkin）， セルゲイ・シロコゴロフ

（S. M. Shirokogoroff），エセル・リンドグレン（E. J. Lindgren）が提唱した「相互

扶助」（mutual aid），「共進化」（co-evolution），「心理複合」（psychomental complex），

「ツングース的性格」（Tungus character）などといった概念の成立過程に着目した。

そして，このセッションでは（1）シベリアの狩猟社会における社会関係が，社

会人類学の新しい概念の形成にいかに影響を与えうるか，（2）フィールドで得ら

れたデータが人類学理論史に果たした役割は何か，（3）人類学者フィールドの

「ローカルノレッジ」とアカデミズムの「ローカルノレッジ」の間でいかに生き

続けるのかという 3つの問題を議論することになっていた。

　6本の報告が行われる予定であったが，実際に発表されたのはアンダーソンに

よるセッションの概要説明とエストニアのタルトゥ大学のアルト・レーテ（Art 

Leete）による「ツングース仮説―心理精神複合における相対主義と原初主義」

（The “Tungus Hypothesis”: Relativism and Primordialism in the Psychomental Complex）

とアルジュートフによる「西シベリア森林地帯の静かなる人びと―概念の歴史」

（Silent People in the Forests of Western Siberia: History of the Concept）という 2本の

報告だけだった。

　レーテは 19世紀まで「荒ぶる野蛮人」というイメージで語れてきた西シベリ

アのハンティ，マンシ，ネネツといった諸民族が，19世紀末から 20世紀の民族

誌ではおとなしく静かで従順な人びとというイメージで語られるようになるとい

う歴史的な事実を踏まえて，シベリアの狩猟採集社会，あるいはトナカイ遊牧社

会のイメージが人類学の理論と研究者の知的背景に大きく依存していることを指

摘する。そして，いかに時代の思想と社会的な出来事が民族のイメージを作り出

していくのかを議論した。アルジュートフはクロポトキンの「相互扶助」，シロ

コゴロフの「ツングース仮説」（Tungus hypothesis），そしてリンドグレンのフィー
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ルドワークをそれぞれ検証しながら，シベリア人類学の基本構造を形作った諸概

念成立の「静かな歴史」をたどった。

　フロアからは特にフィールドデータからいかに理論が生成されるのかという点

と，フィールドの「ローカルノレッジ」とアカデミズムの「ローカルノレッジ」

の問題に注目が集まった。これらの問題は人類学全体では広く議論されている

が，シベリア研究者からの議論はほとんど「無視」された状況になっている。本

セッションではシベリア研究の影響力の向上を目指したものであり，アンダーソ

ンたちがあえて古風ながらもシロコゴロフの「心理精神複合」という概念などの

再検討を始めたのも，人類学理論におけるシベリア研究の再評価を人類学全体に

提起することが目的だったと考えられる。

3.2 シベリア研究が主要な地位を占めていたセッション

　シベリアと極東ロシア地域の研究だけで固めたのは上の 2つのセッションだけ

だったが，申請された報告数でシベリア研究が優勢を占めたセッションには以下

の 2セッションがあった。

セッション 34「重要性が小さくない関係―不可視性，動物，ドーム」（34. 

Relationships of No Small Significance: Invisibility, Animals, and the Domus）

セッション 48「採掘産業―ローカルコミュニティのインパクト，利益と参入」

（48. Extractive Industries: Impacts, Benefits and Participation of Local Communities）

3.2.1 セッション 34「重要性が小さくない関係―不可視性，動物，ドーム」

　セッション 34はセッション 22と同じく，イギリスのアバディーン大学の研究

者が組んだセッションである。このセッションでは，従来の研究では狩猟採集社

会の環境適応の問題では大型獣との関係ばかりに焦点が集まっていたと批判し，

人類の居住環境整備と動物との多元的な関係を明らかにすることをねらいとして

いる。特に従来の研究では「不可視」（invisible）だった人＝動物関係，例えば家

畜化された動物とそれを飼育，利用する狩猟採集社会との関係（トナカイを交通

手段として飼育し，もっぱら狩猟漁撈を主生業とするようなケース）などに焦点

を当てている。そのために，このセッションでは，シベリアのトナカイ飼育関連

の報告が 2本，南シベリアのウマの飼育関連が 1本，シベリアの飼育動物と狩猟
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採集社会の関係全般に関する報告が 1本あり，全 7本の報告中でシベリア研究が

4本を占めていた。

　ここでいう飼育された動物にはどうやらトナカイやイヌなどのような従来から

飼育されていることが確証されている動物の他に，クマも含まれるようである。

アンダーソンの発表要旨によると，トナカイやイヌと並んで，クマも含まれてい

た。ということは，ここは執筆者のひとりである佐々木史郎の類推になるが，こ

のセッションではアイヌなどの飼いグマ型のクマ送り儀礼で飼育されるクマと人

との関係も視野に入れていることになる。儀礼のためのクマの飼育は，ウマやト

ナカイのような大型有蹄類の「家畜」とは明らかに次元が異なる飼育であるが，

狩猟対象から完全な家畜まで含む広い意味での人＝動物関係の文脈の中で捉えて

いくべきである。また，類似の形態の飼育，すなわち繁殖調整（去勢など）は行

わずに，使役や儀礼，交易，食用などのために個体を暫時飼育するような形態

は，例えば猛禽類や毛皮獣，肉用獣，あるいは愛玩用の動物などで行われてきて

いる。それらを広く比較して，アイヌのクマ飼育の意味を探るような研究も大事

になってくるだろう。このセッションでは、そのような従来の人＝動物関係論で

は見えてこなかった関係を研究する重要性が指摘されていた。

3.2.2 セッション 48「採掘産業―ローカルコミュニティのインパクト，利益と

参入」

　セッション 48はロシア，ハンガリー，オーストリア，フィンランドの研究者

が共同で立てたセッションで，北方の狩猟採集社会と鉱物資源開発との問題を提

起したものである。これはある意味では古典的な問題ではあるが，このセッショ

ンでは開発業者と先住の狩猟採集社会との対立という古典的な図式にとらわれて

いないのが斬新である。そこで視野に入れているのは，自ら鉱物資源開発に乗り

出した先住狩猟採集民社会，開発労働者となっていく猟師や漁師，土着化して猟

師や漁師になる元開発労働者，土着化する元開発都市，そしてパートタイムの猟

師や漁師たちなどである。そこには「開発」対「狩猟採集社会」という二項対立

の図式では捉えきれない人びとが多数含まれており，今日に問題となるのは，そ

のような人びとの動向である。

　このセッションでは 9本の申請された報告の中で 5本がシベリア関係だった。
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事例としては，東シベリアのエヴェンキ社会と白玉・翡翠採掘，西シベリアの石

油開発と先住民社会，シベリア開発関連法と先住民族の関係，南シベリアの石炭

開発と先住民社会，東シベリアのエヴェンキ社会とバイカル・アムール鉄道

（BAM鉄道）と鉱山開発との関係などが報告された。

3.3 まとめ

　その他のセッションでも個別発表としてシベリアや極東ロシアを調査地とする

研究がいくつか報告されていた。目についたものをあげれば，狩猟関連法に規制

されるシベリア先住民猟師の問題，サハリン（樺太）とカムチャツカを事例とし

た狩猟と漁業の問題，先史時代あるいは歴史時代の東シベリアの世界観，シベリ

アを事例にした人と鳥の関係などを挙げることができる。

　今回の会議では，恐らく前例がないほどシベリアおよび極東ロシアを含むユー

ラシアの極北や寒冷地域をフィールドとする研究者が集まっていたといえるだろ

う。筆者のひとりである佐々木史郎もシベリアや極東ロシアに関してこれほど多

くの研究者が調査を行い，多様な視点から研究が行われていたことはうかつにも

気付いていなかった。それを知ることができたという意味でも今回の会議への参

加は大きな意味があった。しかし，アンダーソンらの懸念に示されるように，熱

帯アフリカやカラハリ砂漠，オーストラリア，北アメリカ極北地方の研究に比べ

ると，シベリアや極東ロシア，極北ユーラシアにおける調査研究は，フィールド

データを理論化するに際して影響力がまことに小さい。これだけ多くの研究者が

一堂に会する機会はそう多くは望めないが，このような機会にこれらの地域を調

査地あるいは研究対象とする人類学者の連携を強めて，人類学の中での存在感を

高める必要がある。それが，人類学の理論をより汎用性，一般性が高いものに鍛

え上げるのに大きく貢献すると考えられるからである。

4 捕鯨社会，北アメリカ極北地域および環北太平洋地域

　ここでは，先住民捕鯨のセッション，イヌイット研究のセッションおよび環北

太平洋研究のセッションでの研究報告に焦点を合わせつつ，捕鯨社会および北ア

メリカ極北地域と環北太平洋地域の狩猟採集民社会に関する研究を紹介する。
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4.1 先住民捕鯨に関するセッション

　マギル大学のジェイムズ・M・サベール（James M. Savelle）と国立民族学博物

館の岸上伸啓が組織したセッション 42「21世紀における先住民捕鯨とアイデン

ティティ」（42. Aboriginal Whaling and Identity in the Twenty-First Century）では，11

件の報告が行われた。ジェイムズ・M・サベールはセッションの趣旨とともに，

日本を中心に世界の捕鯨の変遷について紹介した。まず，日本の考古学遺跡や韓

国南部の蔚山市盤亀台に残されたクジラや捕鯨の岩刻壁画から人類が 8000年前

頃から捕鯨を行っていた可能性があることを指摘した。また，鯨骨が発見された

カルフォルニア州サンタバーバラ近郊のチャンネル島の考古学遺跡や日本の真脇

遺跡（約 5000年前）の事例を比較し，両遺跡とも浅瀬で体長 1.3～ 3メートル

程度の歯クジラを捕獲しており，儀礼を行っていたことを指摘した。そのうえで

1000年前から 1400年前に栄えたオホーツク文化における捕鯨や日本の中世から

江戸期にかけての捕鯨について紹介し，人類が長い間クジラを捕獲し，利用して

きたことを紹介した。

　第 2報告者のイギリス・カーディフ大学のサリー・エバンズ（Sally Evans）は，

クジラの動物考古学的研究と現代の捕鯨の是非をめぐる論争との関係について発

表した。ヨーロッパの極北地域では人類が数千年前からクジラを利用してきたこ

とは考古学的研究から分かっているが，そのクジラが捕鯨によって仕留められた

ものか，漂着した寄りクジラであるのかを考古学的に証明することは大変に難し

い。最近，現代の捕鯨の是非をめぐる論争において捕鯨の賛成派も反対派も動物

考古学的な証拠を利用し，多様な主張をするようになった。デンマーク領フェ

ロー諸島における捕鯨の動物考古学的研究を進めてきたエバンズらは，鯨類に関

する考古学研究における方法論的そして解釈上の新展開について検討し，その展

開が現代の捕鯨論争に影響を及ぼしていることを論じた。

　アラスカ在住のアン・ジェンセン（Anne Jensen）は，北アメリカにおける先

史捕鯨の歴史的展開について紹介した。エバンズが指摘しているように捕鯨の起

源を考古学的に確定することはきわめて難しい。現時点では，紀元後 400～ 600

年にアラスカ南西部沿岸で栄えたバーナック（Birnik）文化でコククジラを意図

的に捕獲していたことが判明している。そして紀元後 800年から 1000年頃にア
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ラスカ沿岸で栄えたチューレ（Thule）文化において捕鯨は洗練され，確立し，

紀元後 1200年頃までにカナダ高緯度極北地域を経由してグリーンランドまで伝

わったという全体像が示された。この報告では興味深い 2つの指摘があった。第

1点目は，アラスカの対岸に位置するロシア・チュコト半島にある約 3000年前

のウンエンエン（Un’en’en）遺跡から捕鯨の様子が描かれているセイウチ牙が出

土しており，ベーリング海峡地域の捕鯨は 3000年前にはすでに行われていた可

能性が高いことである。もう 1点は，現在のイヌピアットの捕鯨は 19世紀後半

のヤンキー捕鯨の技術を取り入れているが，捕鯨のための社会組織や道具などに

はチューレ文化との連続性が認められることである。続く第 4報告は，アラスカ

在住のグレン・シーハン（Glenn Sheehan）によるもので，第 3報告を受ける形

で，歴史時代のアラスカ捕鯨民の交易システムについて紹介した後，現在のイヌ

ピアット社会も，捕鯨キャプテンのリーダーシップや捕鯨活動を基盤に組織され

ており，それらは社会の基盤であり続けていると主張した。

　カナダのニューファンドランド大学のピーター・ウィトレッジ（Peter Whitridge）

は，小氷河期が始まる 15世紀頃までのカナダの中部および東部の極北地域にお

けるイヌイットの住居祉や遺物を吟味したところ，それらが捕鯨活動や捕鯨の産

物と深く関わっていることを明らかにした。その上で，ホッキョククジラとその

捕獲が社会の基盤となっており，イヌイットのアイデンティティは捕鯨と不可分

に関わっていたと主張した。続いてマニトバ大学のグレゴリー・モンクス

（Gregory Monks）はカナダ・バンクーバー島西岸のヌーチャーヌヒ（Nuu-chah-

nulth，旧称ヌートカ）によるザトウクジラの捕獲について検討を加えた。同捕

鯨は，この 100年あまりは行われていないが，2500年ほど前からチーフが威信

と地位を手に入れ，維持させるために実施されてきたと考えられている。モンク

スは，この捕鯨を人類行動生態学の 2つの理論，すなわち最適採食理論（Optimal 

Foraging Theory，略称 OFT）とコストのかかるシグナル理論（Costly Signalizing 

Theory，略称 CST）から吟味を加え，両方の理論ともそれぞれ排他的ではなく，

捕鯨はハイリスク・ハイリターンであることや象徴資本を生み出すなど，同じ捕

鯨の異なる側面を理解する上で有効であると主張した。

　以上は主に考古学的もしくは歴史的な研究であったが，続く 5件の報告は現代

の捕鯨活動や捕鯨文化に関する研究である。
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　岸上伸啓は，アラスカのイヌピアットの捕鯨とカナダ・イヌイットの捕鯨を歴

史，現状，法的根拠や問題点との関連から比較・検討した。イヌピアットの捕鯨

は 1000年以上に及ぶ歴史を有するが，現在では国際捕鯨委員会（IWC）の先住

民生存捕鯨のひとつとして実施されている。彼らの捕鯨は先住権に基づくもので

はないが，捕鯨とそれに関連する諸活動は彼らの生活の核となっており，その存

続は社会・文化的にきわめて重要である。一方，カナダ・イヌイットの捕鯨は

1991年以降に半世紀以上の中断の後に復活した。この捕鯨は，IWCとは関係の

無いカナダ政府の管理下にある捕鯨として，また，先住権のひとつとして実施し

ている。しかし，カナダ・イヌイットは，中断によって捕鯨の技術や知識を喪失

してしまったという大問題に直面している。両者の捕鯨の間には差異があるが，

狩猟民としてのアイデンティティの維持において捕鯨の実践が重要である点や実

施のためには現金が必要である点などといった共通点が見られる。岸上は，両者

の捕鯨を存続させるためには，「生業」概念を再検討し，捕鯨実施のために必要

な現金を獲得する制度の確立が必要であると主張した。

　米国にあるオーバリン大学の榊原千絵は，「クジラの民」として知られるアラ

スカのイヌピアットとポルトガルのアゾレス島民を比較し，温暖化の諸影響の解

明を試みた。そして彼女は，両者とも文化的アイデンティティを維持し続けるた

めには，クジラの役割が大きく，クジラとの関係が重要であると指摘した。園田

女子学園大学短期大学部の浜口尚は，カリブ海に位置するセント・ビンセント及

びグレナディーン諸島国のベクウェイ島の捕鯨の存続と環境保護 NGOによる反

捕鯨活動について報告した。IWCの先住民生存捕鯨のひとつであるベクウェイ

島の捕鯨は年 4頭（2013～ 2018年の 6年間）のザトウクジラの捕獲が認められ

ている。浜口は捕鯨の現状を報告するとともに，反捕鯨 NGOが捕鯨を中止させ

るためにホエール・ウォッチングの導入を計画していることなど，捕鯨の将来に

ついて検討した。

　宮崎公立大学の李善愛は，韓国の蔚山地域を事例として韓国の鯨食文化の復活

について報告し，検討を加えた。現在，韓国では商業捕鯨は行われていないが，

混獲による鯨類の肉やその他の可食部位を利用した鯨食文化は存続している。蔚

山市では 1990年代後半から行政主導でクジラ祭りが実施され，捕鯨に関する博

物館やテーマパークを整備した。また，多数のクジラ料理を出すレストランが開
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店するとともに，ホエール・ウォッチングも行われている。李は，このように蔚

山市ではクジラによって町おこしが実施されていることを報告した。総合地球環

境学研究所の遠藤愛子は沖縄県名護で水揚げされたゴンドウクジラ類の利用，地

域消費および流通の変化についてフィールドワークの成果を詳細に紹介した。

　本セッションは，2011年 3月に国立民族学博物館で開催された人間文化研究

機構国際シンポジウム「世界の捕鯨文化の過去，現在，そして未来」および国立

民族学博物館共同研究「捕鯨文化に関する実践人類学的研究」（2007年度～ 2010

年度）をさらに発展させたものである（岸上編 2012; Kishigami, Hamaguchi, and 

Savelle eds. 2013）。今回のセッションでは，北アメリカ先住民捕鯨に関する考古

学研究やフェロー諸島に関する研究が報告された点が以前のシンポジウムとの大

きな違いであった。一方，グリーンランドやノルウェー，アイスランド，ロシア

のチュコト半島の捕鯨に関する研究発表がなかった点が残念である。

　なお，本セッションではなかったが，セッション 35「人間の狩猟や採集を助

けてくれる動物」（35. Animal Auxiliaries among Hunting and Gathering Societies）に

おいてドイツのマルティン・ルター大学に勤務するトビアズ（トゥバイアス）・

ホルツレナー（Tobias Holzlehnner）がロシア・チュコト半島のチュクチのコクク

ジラ猟とシャチとの共助関係について報告した。彼は，シャチがコククジラを海

岸へと追い込んでくれ，チュクチによる捕鯨を助けてくるので，チュクチとシャ

チの間には互恵的な関係があり，それらは神話や昔話に反映されている点を指摘

した。ホルツレナーは，この関係は過去 3000年にわたる間に培われてきた関係

であろうと考えている。

4.2 イヌイットに関するセッション

　マギル大学のジョージ・ウェンゼル（George Wenzel）とフロリダ大学のピー

ター・コリングス（Peter Collings）が組織したセッション 15「今日のイヌイット

研究―古い問題への新しいアプローチ」（15. Inuit Studies Today: New Approaches 

to Old Issues）では，5件の発表が行われた。

　第 1報告は，スロバキアのコメニアス大学ブラチスラヴァ校のヤロスラヴァ・

パナコヴァ（Jaroslava Panáková）によるロシア・チュコト半島ニュー・チャプリ

ノ村のチュクチとシベリア・ユピック（ユピート）の系譜上の回帰現象について
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の報告があった。この回帰とは，死者の名前が繰り返し，新生児に付けられるこ

とにより同一人物がこの世に戻ってくるという輪廻に似た現象である。命名は，

死者（あの世）と生者（現世）をつなぐことや世代を超えた連続性を生み出す。

また，同じ名前を持つ者は親密な社会関係を持つため，同じ名前を複数の人間に

付与することは，それら人びとの間や，それらの人びとと関係している人びとの

間で特別な関係を生みだす。同一名の付与や同名者関係の形成には，社会の連帯

や親族関係の拡張という社会的機能があることを指摘した。彼女の指摘は，ある

程度，アラスカのイヌピアット（イヌピアック）やユピート（ユピック）そして

カナダのイヌイット，グリーンランドのカラーヒット（イヌイット）の事例（e.g. 

Kishigami 1997）にも当てはまり，古くから現代まで根強く存続している極北文

化伝統の共通点のひとつとして，今後の比較研究の展開が期待できる。

　第 2報告では，コペンハーゲン大学のアストリド・アンデルセン（Astrid 

Andersen）とヤヌ・フロラ（Janne Flora）がグリーンランド北西地域の大地や海，

生物資源の変化に現地住民がどのように対応してきたかについて報告した。彼女

らの調査地はカーナーック（Qaanaaq）であるが，ハンターにとって狩猟からの

現金収入は不安定である一方，気候変動や生物の調査のためにやってくる科学者

に協力し，共同調査をすることによって収入を得ることができる事態が起こって

いる。海氷上が，ハンターがイッカク猟をする生産の場であり，かつ彼らがセイ

ウチにタグ付けをする科学的な知識生産の場であるという複数の経済の場となっ

ている点を指摘し，検討した。なお，彼女らが提案した複数の経済とは，現金を

もたらす現金経済（cash economy），異なる知識を生み出す知識経済（knowledge 

economy），クオータ（捕獲割り当て数）などが決定される過程の背後にある政

治経済（political economy）である。執筆者のひとりである岸上伸啓は，これら

の経済概念には重複する部分がある一方で，レベルの異なる経済概念でもあるた

め，今後，これらの概念を洗練する必要があると考える。

　第 3報告では，マギル大学の大学院生マガリー・クィンタル＝マリノー

（Magalie Quintal-Marineau）が，現在のイヌイットの生業活動における女性の役

割と重要性についてヌナヴト準州クライド・リバーの事例を用いて発表した

（ウェンゼルによる原稿の代読）。市場経済の浸透に伴い，村内で安定した仕事に

就いている女性が，ガソリンやライフルの銃弾などの購入のために必要な現金を
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ハンターである夫や息子，父親に提供し，狩猟・漁撈活動を継続させていること

を例証した。イヌイットの伝統的な活動では，男性はハンター，女性は家庭内の

仕事を行う者というように男女の役割分業がはっきりしていたが，現在では，女

性が賃金労働者，男性がハンターという性的役割分業が見られるようになったと

指摘した。これは女性によるイヌイット女性の研究であり，これまであまり解明

されていなかった分野であり，今後の展開を期待したい。

　第 4報告は，ジョージ・ウェンゼルによるイヌイットによる伝統的な食料資源

（カントリーフード）の供給量が相対的に減っていることに関する研究である。

ウェンゼルは，1980年から 1984年および 1996年から 2001年までのカナダ・ヌ

ナヴト準州バフィン島地域の生業捕獲データを検討し，同地域では人口が増加し

ているにもかかわらず，狩猟に参加するハンターの数と生産量はほとんど増加し

ておらず，また，現金収入源が限定されている大半のイヌイットは常時村内の店

舗から食料品を購入できないので，食料の安全保障の点から見ると問題があるこ

とを発見した。この背景として，狩猟活動に必要なスノーモービルやガソリンな

どを購入するための現金の確保が困難であるという経済事情があることを指摘

し，この問題を解決するためのひとつの方策としてハンター・サポート・プログ

ラムの活用を提案した。

　第 5報告は，ピーター・コリンズによるカナダ・北西準州ウルハクトック（旧

称ホルマン・アイランド）におけるイヌイットの健康，ウェルビーイングと食料

供給の不安定性との関係について報告した。調査の結果，コリンズによると同村

では成人の約 36パーセントが食料不足を体験しているという。また，鬱
うつ

や心配

性などの精神的な問題にも多くの成人が直面していることも判明した。さらに，

女性が世帯主である家庭の方がより頻繁に食料不足を経験していること，食料へ

のアクセスや入手は，村内の社会関係や，季節性，気候変動と関係している点，

加工食品の購入は現金が必要である上に，空輸のスケージュールに左右される

点，糖尿病や心臓病，肥満症などの病気が増加している点，過度の飲酒や自殺が

問題である点などを指摘した。この発表では，現代の村での生活におけるそれら

のストレスや諸問題と，文化・文化的実践との関連性が報告された。これは，問

題解決型の調査研究である。

　このセッションでは，2010年代に行われたフィールド調査の最新の成果が報
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告された。報告のうち 4件は現代生活における現金問題や生業，ウェルビーイン

グに関してイヌイットの直面している問題に関するものであり，イヌイットが直

面している問題の発見と解決を目指す実践人類学的研究である。また，このセッ

ションとは別に，セッション 43「狩猟採集民族の間での現金を含む食料のやり

取り」（43. Food Transactions Involving Money among Hunting and Gathering Peoples）

では，アラスカ地域における先住民の生業活動を研究しているステーヴ・ラング

ドン（Steve Langdon）やアラスカ政府漁業狩猟局生業部のジェイムズ・フォー

ル（James Fall）らが，生業活動と現金の関係，とくに現代の生業活動において

現金が果たす役割に関する研究報告を行った。彼らは，先住民の生業システム

は，現金という要素が組み込まれた社会経済システムであり，人びとの生活にお

いて生業活動や食料分配は重要であり続けている点を強調した。現代の極北地域

の狩猟採集漁撈民に関する研究においては，現金と生業活動の関係の解明が，研

究の焦点のひとつである（Wenzel 2013）。

4.3 環北太平洋地域の狩猟・採集・漁撈社会に関するセッション

　近年，環北太平洋地域の諸先住民文化に関心を寄せる文化人類学者や考古学者

が増えつつある。米国サンタフェの高等研究所（School for Advanced Research）

が主催した「サケ」をめぐるセミナーの成果本『キーストーン・ネーションズ

―北太平洋の先住民族とサケ』が 2012年に出版された（Colombi and Brooks 

eds. 2012）。北太平洋において，サケは先住民族の生存と文化的アイデンティティ

の基盤であり，先住民族とは歴史的に見ても切っても切れない関係にある。同書

では，いかにサケがこれらの先住民族の文化や歴史，経済において重要な役割を

果たしてきたかを論じている。その後，2014年 1月に大阪の国立民族学博物館

で開催された国際シンポジウム「北太平洋沿岸諸先住民文化の比較研究―先住

権と海洋資源の利用を中心に」，同年 5月にはカナダのノーザンブリティッシュ

コロンビア大学で開催された第 8回極北社会科学国際会議（ICASS）において，

環北太平洋沿岸の諸先住民社会とそれらの文化に焦点を合わせた分科会が開催さ

れた（岸上編 2015）。そして今回のウィーン会議では，環北太平洋地域の狩猟・

採集・漁撈社会に関する研究が，2つのセッションで実施された。それらは，

セッション 5「北太平洋海洋文化伝統の出現を調査する―考古学と歴史学」（5. 
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Investigating the Rise of the North Pacific Maritime Tradition （Archaeology and History））

とセッション 13「東西北太平洋沿岸地域における狩猟・漁撈民の現代的課題」

（13. Contemporary Issues among Hunter-Fishers across the North Pacific）であった。

4.3.1 セッション 5「北太平洋海洋文化伝統の出現を調査する―考古学と歴史学」

　このセッションは，ワシントン大学のベン・フィッツヒュー（Ben Fitzhugh）

と北海道大学の加藤博文が組織した環北太平洋地域の考古学と歴史研究に関する

分科会である。このセッションの目的は，この地域が研究対象地域として重要な

文化領域の一単位であることを再確認するとともに，同地域において複数の海洋

適応文化伝統が出現していること，およびそれらの文化伝統間の関係と相互作用

について論ずることであった。

　ベン・フィッツヒューによるセッション趣旨の紹介の後，加藤博文が 6世紀か

ら 12世紀にかけてサハリン，北海道，千島列島に広がっていたオホーツク文化

の出現の過程に関する報告を行った。加藤は，土器や黒曜石の研究からその海洋

適応文化は北東アジアから伝播してきたのではなく，その地域の先史文化に由来

するものであることを紹介し，海洋資源の利用や活動域の拡大，豚の飼育，新た

な居住パターンや社会構造は沿岸環境への適応手段として生み出されたことを指

摘した。そして文化の担い手による活動域の拡大は異なる集団間の接触や相互交

流を促進し，多様な民族性が生み出されたのではないかと主張した。

　ベン・フィッツヒューは，完新世の千島列島とコディアク島の海洋狩猟採集社

会を社会・生態的なレジリエンス（resilience）の視点から比較した。両者には類

似点も見られる一方で，差異も存在する。千島列島では人類の進出は 4000年前

と比較的遅く，この 2000年の間に人口の増減の変化が見られた。一方，コディ

アク島では 7000年以上も以前から人類が移住し，安定した連続性と緩慢な人口

増加が見られた。両者の違いは，地球の気候変動や東アジアを拠点とする世界シ

ステムと複雑に絡みあうことによって生み出されたと彼は主張している。

　北アメリカとアジアの間にあるアリューシャン列島は，1,800キロメートルに

も及ぶ距離を持つ。炭素分析年代測定によると同列島の東部では約 9000年前に，

中央部では約 7000年前に，西部では約 3300年前に人類が進出し，住み始めたと

いう。すなわち，旧大陸から新大陸に陸橋を通って移動した人類がアラスカから
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アリューシャン列島へと西進したと推定される。また，DNA分析によってこの

住人は旧大陸のチュクチに生物学的に近いことも分かっている。この地域では，

地震や津波，火山の噴火が発生し，人びとに多大な影響を及ぼしてきたのみなら

ず，ロシア人の同地域への進出は，先住民社会に破壊的な影響を及ぼした。

　カンザス大学の考古学者ヴァージニア・ハットフィールド（Virginia Hatfield）

は，地質学者や古生物学者らとともに学際的な調査隊を編成し，アリューシャン

列島での自然と人類のシステムの解明を目指している調査プロジェクトについて

紹介した。続いて，モンタナ大学のアンナ・プレンティス（Anna Prentiss）は，

アラスカのブリストル湾沿岸で地元の先住民会社や先住民と協働で実施している

考古学・古生態学調査プロジェクトについて紹介した。

　パリ第一大学のクレア・アリックス（Claire Alix）は，ベーリング海域で栄え

た海洋文化における流木の重要性について報告する。すなわちウミアック（大型

皮舟）の枠木や銛，オール，桶など道具の原材料となる流木にアクセスすること

や道具を作るための木を加工する技術が，海獣狩猟や獲物の処理においては鍵と

なっており，海獣狩猟と並び，海洋環境への適応において重要な文化要素のひと

つであることを例証した。彼女の研究は，樹木が生育しない寒冷ツンドラ地域に

おける流木に着目したきわめてユニークな研究である。

　コロラド大学のオーエン・メイソン（Owen Mason）は，ベーリング海地域で

社会的複雑性が明確に出現した海洋文化であるオールド・ベーリング・シー（Old 

Bering Sea）文化（紀元前 400年頃～紀元後 1300年頃）の起源について論じてい

る。この文化の由来については北東シベリア発生説や中国の新石器時代起源説な

どが存在するが，メイソンは同文化の成立と展開はセイウチの生息分布域および

セイウチ猟との関連が深いことを指摘した。

4.3.2 セッション 13「東西北太平洋沿岸地域における狩猟・漁撈民の現代的課題」

　アリゾナ大学のベネディクト・コロンビ（Benedict Colombi）が組織したセッ

ション 13では，東西の北太平洋沿岸地域の狩猟・漁撈民が現在，直面している

諸問題を主要テーマとした。それらは，1）サケやその他の動物資源の減少と狩

猟者や漁撈者として生活する上での諸問題，2）予測が困難な法的および政治的

状況，3）先住民の文化伝統を復活させ，活性化させる上での諸問題である。
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　フランスのフィセン基金のナスターシャ・マータン（Nastassja Martin）らはア

ラスカのグィッチンとカムチャツカ半島のエヴェンの人びとの間でアニミズムの

歴史的展開を環境や政治状況の変化とのかかわりから比較研究を行った。アラス

カの先住民社会では外見上，文化的多様性を失った一方，カムチャツカ半島では

社会主義化が先住民社会間での文化的多様化を促進させてきたことを指摘し，そ

れぞれの国の同化政策や政治制度に両民族がアニミズム的な宗教観でいかに対応

してきたかを比較した。

　オックスフォード大学環境変動研究所のトーマス・ソーントン（Thomas 

Thornton）らは，アラスカ南東部のヒュナ・トリンギットが彼らの神聖な場所で

あるグレイシア湾に観光クルーズ船が往来していることに危機感を持っているこ

とを報告した。このことを理解するためには，彼らの場所や自然に対する「敬

意」という伝統的な考え方を考慮することが必要であると指摘した。

　ベネディクト・コロンビは，北太平洋沿岸地域の東側と西側では，サケの生物

多様性と先住民の政治的地位との関係が真逆であることを発見した。北太平洋西

側沿岸のカムチャツカ半島先住民は多国籍企業や地域企業のサケ漁や地下資源開

発に対しては無力な傍観者にしかすぎないが，サケは彼らにとって重要な食料資

源であるのみならず，エコシステムの中ではキーストーン種であり，サケおよび

その生息域の保全は世界から注目を浴びている。一方，北太平洋東側沿岸の北ア

メリカ北西海岸先住民は，カムチャツカ半島の先住民と比較するとより強力な法

的立場に立っているものの，彼らはサケの多様性が減少していることに対して何

もできない立場にある。このように状況は対照的であるが，両地域とも問題を抱

えており，その解決は単純ではないと指摘している。

　ブリティッシュコロンビア大学のチャールズ・メンジーズ（Charles Menzies）

は，カナダにおける先住権（Aboriginal rights）や権原（title）をめぐる先住民族

間での係争についてブリティッシュコロンビア州北部地域を事例として紹介し，

検討を加えている。先住権は，特定の土地に対する排他的使用と占有を意味する

が，同州北部地域では複数の先住民族が同じ場所を重複して使用している場合が

ある。メンジーズは，このような場合，どのようにすれば各々の民族が同時に先

住権を保持し続けることができるかを論じている。これはきわめて実践人類学的

な研究である。
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　環北太平洋地域の先住民社会において先住民言語の衰退は深刻な問題である。

例えば，カムチャツカ半島のイテリメン語の話者は 1990年代初頭には 50名以上

いたが，現在では流暢な話者は 4名にすぎない。アラスカ大学フェアバンクス校

のデイヴィッド・ケスター（David Koester）は，イテリメンの言語の衰退を取り

上げ，日々の生活の中で徐々にロシア語に取って代わられたイテリメン語と古老

との関係について検討した。

　城西国際大学の井上敏昭は，アラスカ州ユーコン河の中流域に住むグィッチン

によるマスノスケ（キングサーモン）の捕獲と利用，それらをめぐる争いについ

て紹介している。発表の前半では，彼らにとってマスノスケはその分配によって

社会関係を維持し，かつ集団アイデンティティの維持を生み出す社会資源である

ことを指摘した。その後半では，サケ資源の利用と管理をめぐり，米国とカナダ

という国家レベルでの対立，国家や州が主導する科学的管理と先住民が主導する

伝統的管理との対立，同じサケ資源を利用する下流の先住民と上流の先住民との

対立など 3つのレベルの対立があり，大きな問題となっていることを指摘した。

そのような状況下で，河口から上流まで河川域に住む先住民族が集まり，協議会

を結成し，協力しながらサケ資源を守り，それを利用する権利を獲得しようとい

う先住民の動きを紹介した。

　アメリカ合衆国のコルゲイト大学のジェシカ・グレイビル（Jessica Graybill）

は，サハリン島にある州都ユジノサハリンスクの住人による個人的な狩猟や漁

撈，採集について，都市居住者が資源の多い場所をどのように認識し，どのよう

に特定の場所を利用しているかについて紹介した。そしてその都市には独特の資

源利用のパターンとプロセスがあることを例証した。

　以上で紹介したセッション以外でも，北方狩猟採集民に関する報告があった。

アラスカ大学フェアバンクス校の近藤祉秋（現在，北海道大学）は，セッション

32「狩猟採集民研究における人間と鳥の関係」（32. Human-Bird Relationships in 

the Study of Hunters and Gatherers）において，アラスカ内陸部のアサパスカン系

狩猟採集民と鳥との特殊な関係について報告した。彼らは，動物を飼育すること

を極度に嫌っているにもかかわらず，冬になっても当地を去らず，取り残された

野鳥を屋内で保護し，春になると屋外に戻すという不可思議な慣習を有してい

る。近藤は，この慣習は，厳しい環境の中で生き残ってきた狩猟採集民の適応戦
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略と関係しているという説を提起した。

4.3.3 環北太平洋研究の将来

　セッション 5では，北太平洋地域において考古学を核とした学際的な研究プロ

ジェクトが展開されており，徐々に同地域の人類史や環境とのかかわり方が通時

的に解明されつつあることを強く印象づけられた。各プロジェクトは現在，特定

の地域ベースで実施されているが，近い将来，それぞれの成果が総合され，統合

的な環北太平洋の歴史が解明されることだろう。

　一方，セッション 13では，環北太平洋沿岸諸地域の先住民社会における資源

利用問題，土地権，言語問題，社会変化など現代的な問題を取り扱っており，実

践人類学的な研究が多い。各研究はそれぞれの研究者が個人で実施した研究の成

果が多かったが，このセッションにおいて類似した問題意識をもつ研究者が同沿

岸地域の諸民族社会で研究を実施していることが判明し，将来，比較研究の可能

性もある。

　以上のように，考古学や歴史学分野では環北太平洋地域における諸先住民族の

関係史や環境との通時的なかかわり方の解明が中心的な課題である一方，文化人

類学・民族学分野では，同地域の先住民が抱える現代の諸問題が研究の対象に

なっている傾向がある。これら 2つのセッションに参加した研究者の間には，

セッション・オーガナイザーを中心として環北太平洋沿岸地域を対象とした研究

者ネットワークや学会を創り出そうとする動きが見られたことを指摘しておきた

い。

4.4 まとめ

　ここでは，北方の狩猟採集民社会に関する研究が多数発表された 4つのセッ

ションについて紹介した。まとめとして，全体の研究動向についていくつか指摘

しておきたい。

　第 1に，捕鯨セッションでは世界各地の捕鯨に関する考古学的および人類学的

研究に関する発表が行われたが，グリーンランド，ノルウェー，アイスランドの

事例に関する報告がなかった。このことが，研究の現状を反映しているとすれ

ば，環北大西洋地域の捕鯨および捕鯨文化の研究を推進するべきであると考え
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る。

　第 2に，イヌイット研究の動向としてアラスカとカナダ極北地域では，生業活

動と現金との関係をめぐる問題が研究の争点となっている。1980年代の研究に

おいて，アラスカのユピートとイヌピアットの生業活動である狩猟漁撈活動にお

ける現金の必要性と重要性が指摘されていたが，市場経済化がさらに進んだ現在

のカナダ・イヌイット社会では現金なしには狩猟漁撈活動を継続できない。カナ

ダ・イヌイット社会ではいかに現金を入手し，それを利用して狩猟漁撈活動を実

施し，カントリーフードを村に供給するかが大きな問題となっている。この問題

は，現在の生業活動をどのように考えるべきかという理論的研究の展開につなが

ると考える。

　第 3に，北方研究全体を通して，先住権や資源利用問題，捕鯨問題，生業活動

の維持などに関する研究のように，問題解決を目指す実践人類学的研究の数が増

加しつつあるように思われる。この背景には，現地社会のニーズを反映した現地

住民と研究者による協働型調査プロジェクトの数が増加したことがある。

　第 4は，環北太平洋沿岸地域の先住民社会やその文化に関心を持つ考古学者や

文化人類学者が再び増加してきたと考えられる。また，研究者ネットワークや学

会を創り出そうとする機運も見られる。この地域の研究の発展のためには，100

年以上前のジェサップ北太平洋調査プロジェクト（Jesup North Pacific Expedition）

のように研究者が国際的かつ学際的に協力するとともに，現地の人びとと協働し

ながら調査研究を進めることが必要であると考える。

5 アフリカのコンゴ盆地とカラハリ砂漠

　今回の会議においても，アフリカの狩猟採集民に関する発表が多数を占めてい

た。研究対象集団別にみると，南部アフリカのカラハリ砂漠に分布するサンに関

する発表が 34件（キャンセルを除く，以下同様）と最も多く，続いて中部アフ

リカのコンゴ盆地熱帯雨林に分布するピグミーが 29件，東アフリカに分布する

ハッツァが 6件，その他の比較研究などが 6件であった。ここでは，コンゴ盆地

とカラハリ砂漠の事例を紹介する。なお，前者のピグミー研究の紹介については

戸田美佳子，後者のサン研究の紹介については池谷和信が執筆した。
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5.1 ピグミー系狩猟採集民に関するセッション

　「ピグミー」という名称は，コンゴ盆地の熱帯雨林に分散する，低身長といっ

た身体的特徴や森の精霊が登場する儀礼など共通の文化的特徴をもつ，主に狩猟

採集によって暮らしてきた諸集団の総称である（図 2）。ムブティ（Mbuti）・ピ

グミーの生活や文化を描いた名著『森の民』（Turnbull 1962）で知られるように，

ピグミーに関する人類学的研究はコンゴ盆地東部を舞台に始まった。1970年代

には，同じコンゴ盆地東部において京都大学の研究グループが人類進化史の復元

という観点から狩猟採集民研究（特に生態人類学的研究）に着手している。その

後，1990年代になると現コンゴ民主共和国や現コンゴ共和国の政情悪化にとも

ない，ピグミー研究の中心的舞台はコンゴ盆地西部へと移っていく5）。

　本会議におけるピグミーに関する発表を民族集団別にみていくと，カメルーン

東南部の熱帯林地域に居住するバカ（Baka）を対象とした発表が 17件と最も多

く，つぎに中央アフリカ共和国からコンゴ共和国北部に分布するバヤカ（Bayaka，

図 2　コンゴ盆地の主なピグミー系集団の分布
　　　　　　　　 （下線は，CHAGS11で取り上げられたピグミー集団を示す）

　　　　　　　　　　　　 （出所）戸田による作成

コンゴ共和国

ガボン共和国

コンゴ民主共和国

中央アフリカ共和国

カメルーン共和国

Baka

Bongo Twa
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Twa

Mbuti Efe
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別名ムベンジェレ Mbendjele）を対象としたものが 7件，カメルーン南部からガ

ボンにかけて分布するバギエリ（Bagyeli，別名バコラ Bakola）が 1件，そのほ

かピグミー全般に関する 4件であった。コンゴ盆地のピグミー系狩猟採集民の集

団の数は 10以上存在していることが知られている（Hewlett 1996; Robillard and 

Bahuchet 2012）が，本会議で取り上げられたのは 3集団に限られていた。ここ

からもわかるように，今日のピグミー研究においては，コンゴ盆地西部に分布す

る限られた集団に対して集中的な調査が実施されているといえる。また，京都大

学を中心とした日本人研究者（発表数 8件）と，ユニヴァーシティ・カレッジ・

ロンドン（UCL）のジェローム・ルイス（Jerome Lewis）を中心とするイギリス

人研究者（発表数 7件）の調査グループによる，大学院生を含んだ若手研究者に

よる発表が多くみられたのが特徴的であった。

　上述したとおり，サンやイヌイット，アイヌなどの民族集団や地域ごとに企画

セッションを立ち上げた分科会が開催されたのに対して，ピグミーに関しては，

UCLのジェローム・ルイス，フランス国立科学センターのスザンヌ・ファーニ

ス（Susanne Fürniss），ブリュッセル自由大学のダオウ・ジョアリ（Daou Joiris）

が組織したセッション 20「森の精霊・（エ）ジェンギの概念とパフォーマンスに

関するダイナミクスとバリエーション」（20. Dynamics and Variations in the 

Conception and Performance of （E） jengi, Guardian Spirit of the Congo Basin Forest）が

唯一のまとまった分科会となった。

　このセッションでは，ピグミー系狩猟採集民に共通してみられる森の精霊・

（エ）ジェンギに関する 3件の発表が行われた。第 1報告では，京都大学の安岡

宏和が，バカのゾウ狩りにおけるタブーに関して報告した。安岡は，森の精霊

ジェンギによる儀礼が狩猟効果を上げていることを生態人類学的調査から明らか

にしたうえで，森の精霊とゾウ狩りに関する民話の分析をもとに，ゾウを射止め

た狩猟者に対する食物禁忌がおこなわれる理由を紐解いていった。第 2報告で

は，スザンヌ・ファーニスとダオウ・ジョアリが，バカの民族音楽に関する共同

研究の成果を報告した。ファーニスらは森の精霊ジェンギのパフォーマンスに関

する音楽分析から，これまで普遍かつ均質であると前提されてきた精霊パフォー

マンスに対して，現実には多様性と地域的ダイナミクスがあることを指摘した。

第 3報告では，ジェローム・ルイスとダオウ・ジョアリが社会人類学的視点か
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ら，コンゴ共和国のムベンジェレとカメルーンのバカにおける森の精霊（エ）

ジェンギの概念とパフォーマンスに関する比較分析を報告した。ルイスらは森林

保全に関する世界情勢や国際的な商業伐採の展開に連動して，（エ）ジェンギの

儀礼実践が変化していると示唆した。森の精霊という共通のトピックについて，

同じセッションのなかで複数の研究者による異なる学問分野からの議論を聞くこ

とができたことによって，執筆者のひとりである戸田美佳子は改めてピグミー研

究の厚みを感じた。

　そのほかのピグミーに関する個別発表は，セッション 21「儀礼行為」（21. 

Ritual Action）やセッション 24/46「狩猟採集民の豊かさ―社会的・物質的観点」

（24./46. Hunter-Gatherer Affluence: Social and Material Perspectives），プレナリー・

セッション IIと同じタイトルで開催されたセッション 52「変化する世界のなか

での狩猟採集民」（52. Hunter-Gatherers in a Changing World）など，16ものセッ

ションにわかれて口頭発表およびポスター発表がおこなわれた。本会議のピグ

ミーに関する研究発表の内容を，テーマ別にまとめたものを次に示す。①歌と踊

りのパフォーマンスや儀礼（発表数 7件），②植物利用や知識の伝達（発表数 4

件），③自然保護と開発に代表されるような現代的課題（4件），④言語学的研究

（3件），自律性や相互行為研究（3件），⑤シェアリングもしくは食物分配（2

件），ケアや養育活動（2件），⑥身体加工（1件），鳥と狩猟採集民の関係（1

件），博物館におけるピグミー展示（1件），ピグミー映画における表象（1件）。

本会議では口頭発表の数が 317件と多く，常時 5～ 10のセッションが同時進行

で組まれていたため，ピグミーに関する発表をすべて聞くことはできなかった。

以下では，特徴的であった個別発表に絞って概要を説明する。

　本会議におけるピグミー研究の傾向としては，第一に，サンに関する企画セッ

ション 14「現在のカラハリ・サンの研究とアクティヴィズム―理念、挑戦、論

議 」（14. Research and Activism among the Kalahari San Today: Ideals, Challenges and 

Debates）のようなコミュニティに関する貢献よりむしろ，森の精霊に関するセッ

ション 20のように，儀礼など精神文化に関わる人類学的研究の盛り上がりが特

徴的であったといえるだろう。またシェアリングや自律性といったどちらかとい

えば古典的な問題を，新しい研究対象や研究手法，現代的な事例から取り組んだ

発表も数多くみられた。例えば，戸田美佳子は，身体障害をもつ狩猟採集民バカ
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に焦点をあて，狩猟採集民社会のシェアリングについて考察した。シェアリング

と自律性に関する議論は，次節で詳述する。

　ただし，近年，コンゴ盆地では狩猟採集民を取り巻く自然や社会は急激な変化

にさらされている。コンゴ盆地の森林地域では木材伐採や鉱物採取等の資源開発

と，政府主導の土地利用計画，国立公園の設置，動物狩猟規制等を含む森林保護

政策が同時に進行している。住民はこうした森林の開発事業と保全政策の板挟み

に合う形で生活変容を余儀なくされている。ピグミー研究においてもまた，こう

した社会変化に対応した，より現実的な調査・研究が取り組まれつつある。セッ

ション 7「狩猟採集民と法」（7. Hunter-Gatherers and the Law）において，ニュー

ヨーク市立大学のステファニー・ルップ（Stephanie Rupp）は，カメルーンの森

林法を取り上げ，法的枠組みによって，国立公園周辺に居住する地域住民が先住

民とそれ以外へと区別され，社会的アイデンティや人びとの関係性が引き裂かれ

ていること，そして彼らの経済的パターンにも変化がおきているといった状況を

報告した。他方，同セッションにおいて，マギル大学（カナダ）のニコラス・

バーバラ（Nicholas Barber）は，バカの NGOと共同で製作したカメルーンにお

ける先住民の資源のアクセスや土地に対する権利を訴えた映像作品を上映した。

世界的な先住民運動の高まりを受け，ピグミーの社会においても政治的な実践活

動は拡大している。しかし複数の民族集団が混住するコンゴ盆地において，現状

では一体誰が「先住民」であるのかといったコンセンサスを得られているわけで

はない。ルップが指摘するように，森林保全に関する法整備や，地域住民の権利

擁護運動が盛んになるなか，「先住民」という枠組みが地域社会に与える影響に

ついて，研究者は真摯に向き合わなければならないだろう。

　類似した問題意識を持つ報告はほかにもあった。例えば，セッション 44「土

地と生活様式が変化する時代における食の（非）安全保障」（44. Food （in-）

security in Times of Changing Land and Ways of Life）において，オーストラリアの

パドゥー大学のメリッサ・レミ（Melissa Remis）とオーストラリアのノース・カ

ロライナ・ウィルミントン大学のカロリン・ロビンソン（Carolyn Robinson）は

中央アフリカ共和国の狩猟採集民に関する栄養学的調査の成果について報告し

た。森林保護地域における動物狩猟規制や土地利用の制限が，住民の栄養状態に

負の影響を与えていること，加えて成人の狩猟採集民女性は慢性的にエネルギー
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不足に陥りやすいことなどを指摘した。

　では一体，森林保全と人びとの暮らしを両立させるためにはどのような取り組

みができるのであろうか。その問いに対して，京都大学の市川光雄はプレナ

リー・セッション②「変化する世界のなかでの狩猟採集民」（Hunter-Gatherers in 

a Changing World）において，樹を伐らずに利用できる非木材森林産物（Non 

Timber Forest Products，略称 NTFPs）に着目して取り組んでいるプロジェクトを

紹介しながら，木材伐採に替わる森林資源の持続的利用法の可能性を提示した5）。

こうした具体的かつ実行可能な取り組みのなかで，狩猟採集民を含む地域住民の

暮らしに根ざした解決策を模索する調査・研究が今後さらに進んでいくことを期

待したい。

5.2 カラハリ狩猟採集民に関するセッション

　ブッシュマンという名称は，今回の会議報告のタイトルでは使用する研究者は

いなかった。クンやグウィやコマニのように言語集団名で呼ぶか，サンの名称が

使われていた。これは，カラハリ狩猟採集民が南部アフリカの諸国にまたがって

暮らしているので各国での民族名の使用の方法が異なっているために，サン自ら

が先住民組織の名前として選んでいる名前が採用されたものであると思われる。

もちろん，サンの由来にはコイの人からみての蔑称であるので問題は残るが，本

稿では「サン」を総称として使用することにする。

　さて，カラハリ砂漠に暮らすサン（ブッシュマン）は，世界の狩猟採集民研究

のなかでは研究者の数が多い対象としてよく知られている。また，100年以上の

あいだ，世界の狩猟採集民の生活様式を把握するための研究枠組みや研究の洞察

力の源泉にもなってきた。彼らは，ボツワナ，ナミビア，南アフリカ，アンゴラ

にまたがるカラハリ砂漠を中心に生活してきた。具体的には，グウィ，ガナ，ク

ウェ，ナロ，クンやジュンホアなどの地域集団が知られているが，今回も多様な

集団を対象にして議論が進められてきた（図 3参照）。

　これまで，リチャード・リー（Richard Lee）のクン・サンの民族誌はとくによ

く知られているが，アメリカやカナダ，ドイツ，イギリス，ノルウェー，日本，

ボツワナ，南アフリカなどの国々の研究者が，カラハリ砂漠のサンの生態，経

済，社会，儀礼，言語，社会変容など多岐にわたるテーマについて研究をおこ
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なってきた。今回は，トロムソ大学のジェニファー・ヘイズ（Jennifer Hays）と

トロント大学のリチャード・リーの 2人の組織者のもとに，以下のように 20の

研究報告が行われた。それらは，2000年以降での最新のサン研究の現状を示し

ている。そのテーマは，「現在のカラハリ・サンの研究とアクティヴィズム―理

念，挑戦，論議」である。このパネルでは，どうのようにサン社会は，他の人び

ととのかかわりを持ち，どのような変化の方向に向かうのかが追究されている。

　まず，1番目のトロムソ大学のシドセル・サウジェスタッド（Sidsel Saugestad）

は，サン研究における理論と実践という研究テーマのなかで，サン研究による社

会的インパクトについて議論をしている。彼女は，サン研究に関していえば社会

一般への影響が弱いという現実状況を述べたあとに，どのようなタイプの研究が

多くの人びとやサン政策の立案に影響を与えるのかについて，サンの暮らすコ

ミュニティティ，サン自らの政治組織，政府，NGOとそれをささえる支援者な

どとの多様な関係から議論をしている。

図 3　カラハリ砂漠の狩猟採集民サンの分布
　　　　　　　　　　（下線は，CHAGS11で取り上げられたサン集団を示す ）

　　　　　　　　　　　　　　 （出所）池谷による作成
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　2番目のボツワナ大学のシンティア・モケティ（Cynthia Mooketsi）らは，ボツ

ワナのサン社会を事例として，考古学的研究や文化遺産の管理という視点から現

存するサン社会の活性化を導く方法を考察している。例えば，同国北西部に位置

するソディロ丘陵は，現在でも多数の岩絵が残っているので 2001年に世界遺産

に指定されている。彼らは，そこではどのような方法で地域の活性化が行われて

いるのか，それらがどのようにコミュニティに影響を与えるのかを議論してい

る。

　3番目の京都大学名誉教授の菅原和孝は，ボツワナ中部の中央カラハリ動物保

護区に暮らすグウィ・サンの人びとが，1970年代以前にライオンによって殺さ

れた事例を用いて，グウィの動物観を再考している。もともと，グウィは自らを

ライオンといっしょに創造されたと考えていた。その後，彼らの生活様式は定住

化や近代化することで変わっていくが，人と動物とを対等にとらえる見方は現在

のグウィ・サンの若者においても持続性が認められることを指摘している。

　4番目のケルン大学のチャーリー・グッドウィン（Charlie Goodwin）は，ナミ

ビア北東部に暮らすハイヌー・サンやクン・サンのなかで変わりつつある民俗知

識の現況とその変化について論じている。この研究は，集団間にわたる民俗知識

の伝承のあり方のみならず，先史時代における狩猟採集民の移動モデルを構築す

る際にも有効になるであろう。

　5番目のボツワナ大学・サン研究センターのマイツェオ・ボラーネ（Maitseo 

Bolaane）らは，先住民や辺境に暮らす人びとの生活を改善するための社会改革

や発展計画などを容易に実行するためには，大学（高等教育）がどのような役割

を果たすべきかについて議論している。例えばボツワナ大学のサン研究センター

は，国内のサン社会と密接にかかわるために設立され，サンの若者への奨学金の

配布などを通して数多くの試みを行っていることを紹介している。

　6番目のカラハリ・ピープル・ファンドのメリーサ・ヘッカー（Melissa Heckler）

は，公立の学校とサンとのかかわりについて論じている。ナミビア北東部のサン

が暮らす集落では，1990年以降，先住民を中心にすえた学校プロジェクトが始

まっている。それは，サンの子供たちに，母語での読み書きを教えることであ

り，子供の自立性に向けての実践と理念を含んでいる。

　7番目のカラハリ・ピープル・ファンドのメガン・ビーゼル（Megan Biesele）
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は，ヘッカーと同様に，ナミビア北東部のニャエニャエ集落での学校プロジェク

トについて報告した。このプロジェクトでは，母語の会話が重視されおり，2002

年につくられたジューホアシ・文字起こし集団（Ju|’hoan Transcription Group, JTG）

が活動を維持してきた。同集団のメンバーは，コンピューターを駆使して会話を

母語へ文字化する。また，彼らは，ナミビアの教育カリキュラム形成にも参与し

た。JTGは，南部アフリカにおけるコイ語やサン語による言語の記録プロジェク

トのひとつとして注目されている。

　8番目のボツワナ大学のチシモホ・レオパン（Tshisimogo Leepang）は，ボツ

ワナの中央カラハリ動物保護区出身のサンの学生の視点から，彼らが直面してい

る問題について紹介する。サンの子供は，学校においてこれまでに知らない言語

を学習しなくてはならない。また，学校では教職員による差別に直面する。ここ

では，サンの子供によるボツワナの学校へのかかわり方を紹介し，検討してい

る。ボツワナでは，サンの言語や文化の存在が公式には認められていないが，レ

オパンは，サン自身が自らの言語，文化，歴史を学ぶことの重要性をといてい

る。そして，非サンの研究者もまたサンとの協同によって村の問題について議論

できる点に言及する。

　9番目のボツワナ大学のアイザック・ソウル（Isaac Saul）は，ボツワナ内での

コイサン語の維持と保護について議論をする。ボツワナでは国の言語政策によっ

て，英語が公用語，ツワナ語が国語になっているため，地方で話されるほかの言

語は公的には使用されずに周辺化されたり，無視されたりしてきている。このた

め，話者が減少して危険な状態におかれているものもある。ここでは，地方にお

いてどのようにしたらコイサン語を維持して保護できるのか，その戦略を議論し

ている。ナロ語を事例にして，ボツワナ内のコイサン語を活性化するためにふさ

わしい記録の方法などについて検討している。

　10番目のエディンバラ大学のジェニー・ローウィー（Jenny Lawy）は，ボツ

ワナのハンシー・ディストリクト内のサンを対象にして，学校に行くことが優先

されるのか，儀礼の方が優先されるのかについて議論している。彼女は，少女か

ら大人への転換の契機となるサンの女性の初潮儀礼に焦点を当てる。一般には，

女性が儀礼に参加するために学校を休むことは認められていないので，両親は学

校なのか儀礼なのかの選択に直面する。ローウィーは，現地調査をとおして，コ
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ミュニティのなかで高い社会的地位を持つ両親は，娘の儀礼のために学校を休む

ための交渉をしていた。将来的には，すべての女性にこれがあてはまるのかが問

題であると指摘している。

　11番目のカリフォルニア州立大学ノースリッジ校のラッチェル・ギラウド

（Rachel Giraudo）は，ボツワナやナミビア，南アフリカのカラハリ砂漠における

サン自身による文化ツーリズムについて報告する。このツーリズムは，探検家や

人類学者や観光客などを対象にして過去 100年ぐらい続いてきたが，ギラウド

は，最近，そのやり方が変わってきた点に焦点を当てている。かつては，サンを

未開な対象として見せたり，写真を撮らせたりするのが中心であったが，最近で

は，ますますサン自身が自ら暮らすコミュニティでの観光に参与するようになっ

た。すなわち，サンが宿泊先を提供し，文化活動をみせることになる。そこで

は，サンが自らの文化に誇りを持つようになるとともに，経済的な収入を得て，

自分たちに対する観光客の誤解も正すようになる。これらのやり方は，サンの暮

らし向きに貢献するのみならず，観光業によって経済の拡大を進める政府にサン

の存在を認知させる機会にもなっていると主張する。

　12番目のオランダ・エラスマス大学のスタージャ・コット（Stasja Koot）は，

ナミビアや南アフリカ，ボツワナでは，独立後やアパルトヘイトの崩壊後に，少

なくとも観光のなかでブッシュマンイメージが生きていることを報告する。ま

た，このイメージは現在のネオ・リベラリズムの時代のなかで急激に増大をして

いる。その結果，このイメージはますます以前より商品化されることになると考

えられる。コットは，このようなイメージが歴史のなかでどのように変わって

いったのかを議論する。

　13番目のイギリスのバス・スパ大のクリス・ロウ（Chris Low）は，ケープタ

ウンから北西方向に約 70キロメートル離れた所にあるサンの教育文化センター

に，2014年に博物館が開設されたことを紹介する。この博物館では，人類学者

やサン集落に暮らす住人らとの対話を通して，展示品や展示手法を決めた。しか

しながら，ロウは，博物館のなかで文化を記録することには困難がつきまとうこ

とを指摘した。

　14番目のヘルシンキ大のアティラ・パクシ（Attila Paksi）は，ナミビア北東部

のワワタ国立公園内に位置するクウェ・サンの生活を紹介する。クウェは，豊か
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な野生動物とともに暮らすが，公園内のために多くの制限が設けられている。狩

猟は禁止されているので，若い世代は伝統的な知識を学習する気にはならない。

しかしながら，公園内のレインジャーとして働く場合には，動物の足跡を追う技

術や伝統的知識は重要であり，有用である。パクシは，若者が伝統的知識をどの

ように維持するのか，その方法を紹介した。

　15番目のレーセン・エルツ（Lenssen-Erz）は，動物の足跡を追うような現在

のサンの諸活動は，生態的知識を必要とすることを指摘する。これらは，学術的

に研究する価値のある固有の知識である。また，これらの知識は，先史時代の狩

猟民を対象にした考古学研究に新たな洞察を提示することにもなるであろうとみ

ている。エルツは，足跡を読み取ることのできる人びととの協同によって，彼ら

の知識に関する文化を維持することの重要性を指摘している。

　16番目の池谷和信は，ボツワナ中部の中央カラハリ動物保護区内に今でも暮

らすガナ・サンを対象にして，彼らの定住化の過程とそこでの社会的影響につい

て記述・分析をする。ここでは，過去 100年のあいだにサンの人びとはどこに滞

在していたのかなど，サンのなかの多様な社会史を紹介することに焦点がおかれ

ている。この報告で池谷は，1987年から 20年以上にわたり定点観測をしてきた

集落における社会動態を示した。

　17番目のマックス・プランク研究所のマリア・サピノリ（Maria Sapignoli）は，

サンの人びとが国家や国際社会，NGO，市民社会，先住民運動などとかかわり

を持ってきたことについて報告する。ボツワナのサン社会に焦点を当てて，サン

と国家とのかかわりのなかで生まれた緊張関係を議論する。これらの相互関係を

論じることから，権利への異なった見方，人と土地とのかかわりについての議

論，ボツワナ政府の政策とガバナンスの形に関する論議などが紹介される。

　18番目の津田塾大学の丸山淳子は，ボツワナと南アフリカのサンを対象にし

て，おのおのでの土地問題，生計様式，居住の実態を比較することによって，そ

れぞれの共通点と違いを明らかにしている。両者は，それぞれ政府によって土地

の権利の獲得が認められたのであるが，土地問題に対するサンのかかわり方は異

なっている点を指摘した。

　19番目のオックスフォード大学のロバート・フレミング・パケット（Robert 

Fleming Puckett）は，南アフリカに暮らすコマニ・サンの事例に焦点を当てて，
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1999年に彼らは土地を獲得したものの貧困は続いていることを報告している。

そして，2008年には，コマニのなかにつくられた社会的代表を政府が認めるこ

とになったが，コマニの人びとは平等的な小規模社会を維持してきた。フレミン

グは，南アフリカ政府はサンが自由に土地の利用や管理をできる法律を維持すべ

きであると指摘する。

　20番目のニューメキシコ大学のロバート・ヒッチコック（Robert Hitchcock）

らは，これまであまり知られていなかったジンバブエ西部のシュワ（Tshwa）・

サンの歴史的状況を紹介した。彼らは，商業的農場や保護地域，ワング（Hwange）

国立公園ができた結果，シュワ・サンが多くの土地を失った状況を説明する。21

世紀になると，シュワの人びとは，コミュニティを基盤にして，土地や資源の権

利を追求するようになったことを報告した。

　以上のような 20本におよぶカラハリ・サンに関する研究報告が行われた。本

セッションの発表内容は多岐にわたる。このセッションの目的であった 21世紀

のサン研究やサン自身の方向性を把握することは，報告内容が国家とのかかわり

のなかでの開発や運動に偏った傾向は見られるものの，ある程度は達成できたと

考える。

5.3 まとめ

　今回の会議におけるピグミー研究では，儀礼やシェアリング，自律性など比較

的古典的ともいえる発表が多くみられた。新しい傾向としては，ケア論の視点か

らシェアリングを捉えたものや，コミュニケーションの形態をコンピュータシス

テムと対比したユニークな分析もみられた。他方で，コンゴ盆地においても森林

の開発と保全政策が進み，ピグミーの生活も変容を余儀なくされている。そうし

た問題に対して，狩猟規制が住民に与える影響を栄養学的に調査した研究や，先

住民に対する権利擁護運動や森林保全に関する法整備の問題を分析する研究もみ

られた。

　サン研究には長い歴史があり，多数の成果を生み出してきている。今回のサン

研究のセッションの報告内容は，①サン社会への研究者のかかわり方，②サンの

生業や経済を促進するための方策，③サン語の維持に関する論議，④政府や

NGOとサンとのかかわり方，⑤人権を追求するサンの先住民運動という 5つの
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大きなテーマに整理できる。今回の発表には国家とのかかわりのなかでの開発や

運動に関する研究報告が多かった。このことからこれまでの古典的テーマに加え

て，近年の研究では今回の発表のような新たなテーマが増加している。また，サ

ンについての報告者を見ると，これまでの常連の国であったイギリス，米国，カ

ナダ，ドイツ，日本などに加えて，オランダ，フィンランド，ボツワナほかの多

様な国々においてサン研究が進められてきたことを示している。とくにサンが居

住するボツワナから多数の研究者が参加をしていて注目される。

　両者の研究の全体的な傾向として，ピグミー研究でも新たな研究テーマが増加

しつつあるが，古典的なテーマに関する研究が多いといえる。本会議におけるサ

ン研究とピグミー研究を比較すると，前者ではサン社会と国家や NGOとの関係

や研究がサン社会にどのように貢献できるかといったテーマが取り扱われている

のに対し，後者では，儀礼や自律性，シェアリングなど比較的古典的なテーマが

取り扱われる傾向が見られる。

6 現代の狩猟採集民社会におけるシェアリングや自律性に関す
る研究

　世界中の狩猟採集民社会において，彼らの経済的基盤や文化的な側面における

変容が見られるが，それでも狩猟採集民らしい，もしくは狩猟採集民社会らしい

と感じさせるものが今なおあるというのも事実であろう（園田・二文字屋・関野 

2015: 466）。本会議の全体テーマにあるように，平等主義やシェアリング，移動

は今なお狩猟採集民研究の中心的テーマであり続けている。本会議においても，

こうした主催者の呼びかけに応じ，セッション 29「狩猟採集民の個人の自律性

―平等主義，関係性，そして人格」（29. Personal Autonomy among Hunter-Gatherers: 

Egalitarianism, Relationality, and Personhood）やセッション 45「シェアするもの―

アフォーダンスと義務」（45. The Things We Share: Affordances and Obligations）と

いった分科会が開催され，会場には多くの聴衆が集まった。

　多くの狩猟採集社会において，他者に対する「個人の自律性」を尊重すること

は特に重要であると考えられている。そこには西洋スタイルの平等主義や個人主

義とは異なる狩猟採集民らしさを捉えようとする志向がある。当該社会の諸現象
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の前提となる条件として自律性はあるのではないかという投げかけから始まった

セッション 29では，学校教育の浸透が与えた社会変化から自律性のあり方を問

う報告や，日常的な人びとの言動から自律性を読み解く報告など 6件の発表が

あった。そのうちの 2件は，バカ・ピグミーを研究対象としていた。

　イスラエルのハイファ大学のノア・ラヴィ（Noa Lavi）は，インド南部のナヤ

カ（Nayaka）コミュニティにおける管理された教育・学習の推進と彼らの社会

のなかでの個人の自律性をめぐる不調和に対して，子どもと家族（親）の間の葛

藤を描き出した。また，日本からは 2人の若手研究者が同セッションで報告し

た。首都大学東京の二文字屋脩は，タイ北部の狩猟採集民ムラブリ（Mlabri）が

「あなた次第」（kalam do méh）という言い回しを用いて他者に無関心を装うとい

う，彼らの日常的な振る舞いから自律性を議論した。さらに，京都大学大学院生

の園田浩司は，バカの子どもたちによる集団猟の場面におけるあいまいな発話

（指示）に着目し，相互行為論的な言語分析を報告した。彼らの発表は，日常的

な振る舞いや発話における相互行為的分析からローカルな社会秩序として自律性

を読み解こうと試みたものであった。

　ここでもうひとつ，セッション 24/46「狩猟採集民の豊かさ―社会的・物質

的観点」（24./46. Hunter-Gatherer Affluence: Social and Material Perspectives）で発表

した木村大治（京都大学）によるバカの相互行為に関する研究を紹介したい。狩

猟採集民社会の特徴である流動的なメンバーシップ，遊動性，非階層的な社会構

成，社会経済的な平等主義の特徴を，木村は日常生活や発話の相互行為の観察か

ら理解することを試みている。その発表では，バカの人びとが発する重なり合う

会話や長い沈黙の観察経験をもとに，彼らの明確な指向性のない拡散的な発話に

着目し，「共鳴」や「コネクショニズム」という視点から狩猟採集民社会の特徴

を議論した。狩猟採集民の特徴を分析するに当たり，木村の発表は，コンピュー

タシステムと対比して並列分散的な相互行為としてコネクショニズムを論じてみ

せたり，インターネットのコミュニケーション形態と関連付けたり，と新たな

パースペクティブを打ち出した従来のピグミー研究・狩猟採集民研究に例をみな

いユニークなものであった。

　ところで狩猟採集民は，食物を分かちあう人びとだと知られているが，彼らの

こうしたモノのやりとりの様式は，物と物との関係にもとづく「商品交換」や，
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特定の相手との継続的な関係を前提とした「贈与」と対比され，「シェアリング」

として議論されてきた。こうした理論を再考するために，本会議で基調講演を

行ったドイツ・ケルン大学のトーマス・ウィドロック（Thomas Widlok）は，

「シェアリング」（sharing）をテーマにした分科会（セッション 45）を組織した。

ウィドロックは個人発表のなかで，自然人類学者のエイドリアン・イェギ（Adrian 

Jaeggi）らの人類と霊長類におけるシェアリングの度合いに関する系統樹（原猿

からサル，類人猿，人類に至るにつれてシェアリングの範囲が子どもとのやりと

りから大人の間，そして広範囲へと拡大していくというモデル）を引用しなが

ら，人類に関しては旧石器時代を頂点に，新石器時代からの農耕民，そして現代

の人類へとシェアリング行為は減少していくという仮説を紹介した。そして彼自

身のアボリジニやサンの民族誌的フィールドワークの観察と現代の私たちの日常

実践を対比しながら，カーシェアリングの方式など具体的な事例を引き合いに出

して，「実践コミュニティ」の概念を適用してシェアリングに関する理論を展開

してみせた。ウィドロックの斬新な発表には，聴衆から活発な質問が投げかけら

れた。

　以上のように，本会議におけるシェアリングや自律性に関するセッションは，

若手研究者を中心に，狩猟採集民研究の醍醐味ともいえるような，個別具体的な

狩猟採集民社会のユニークさを対象とした研究が数多く発表された。同時に，

ウィドロックや木村のような熟練した研究者による狩猟採集民社会の新たな理論

的展開もあり，現在の狩猟採集民研究の熟成度が伺える。

　ただし本会議においては，考古学など人類学以外の分野からのシェアリングや

自律性の議論がほとんどみられなかったのは物足りなさも感じた。異分野からの

新たな問題設定を受けて，シェアリングや自律性，相互行為に関する狩猟採集民

研究が今後どのように展開をみせるのか，楽しみである。なお，2016年 9月に

は，ケンブリッジ大学の考古学者デイヴィッド・フリーゼン（David Friesem）

が，「狩猟採集民のシェアリングの過去と現在」をテーマに人類学者と考古学者

による学際的な会議を実施し，活発な議論が戦わされた（岸上 2016）。
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7 研究動向のまとめと今後の課題

　本稿は，冒頭で述べたように，第 11回国際狩猟採集社会会議（2015年 9月に

ウィーン大学で開催）におけるセッション内容を主として紹介することによっ

て，世界の狩猟採集民研究に関する研究の現状とその動向を把握することをねら

いとしていた。その結果は，以下のようにまとめられる。

　今回の会議においても従来どおりアフリカの狩猟採集民研究の報告が最も多

かった。しかし，大会実行委員長が北方研究者のピーター・シュヴァイツアーで

あったことや地理的に北欧やロシアからの研究者のウィーンへのアクセスが比較

的容易であることもあり，従来の会議と比べ，北方研究者の参加が多かった。こ

のため，本会議は，ほぼ全世界の狩猟採集民に関する研究を網羅する大会となっ

た。そして佐々木が指摘するように，私たちが知らない研究者による研究の存在

を知るよい機会となった。また，研究者のみならず，これまで以上に先住民や

NGOの代表者が参加したため，多様な見解が提示され，検討される場にもなっ

た。これだけでも今回の会議の目的は達成できたと考えられる。

　本会議では，池谷による分類ではあるが，①理論，②歴史，③現存する文化

（経済，社会，儀礼など），④地域集団，⑤現代社会とのかかわりという 5つに研

究カテゴリーについて，317件の多岐にわたる研究報告がなされた。このため，

狩猟採集民研究の全体像を把握することが難しくなっているといえるが，あえて

言えば，狩猟採集民の社会組織や平等主義，シェアリング，自律性，儀礼，生業

活動などのような古典的研究テーマに関する研究がさらに深く掘り下げられる一

方，国家や NGOとのかかわり方，先住民の社会や文化への支援研究，人権や土

地権，資源開発に関する研究，人と動物の関係に関する新たな研究などこれまで

とは違った研究テーマについても報告がなされた。従来の古典的テーマに関する

研究のさらなる進展が見られたとともに，北アメリカの先住民やアフリカのサン

研究では狩猟採集民と協働して行う実践人類学的研究の増加などが見られた6）。

　本会議によって，シベリアおよび極東ロシアを含むユーラシア北方地域の狩猟

採集民社会について多数の研究者が，研究を行っていることが判明した。彼らの

研究テーマも環境適応や世界観から狩猟・漁業権にいたるまで多様であった。ま

た，北アメリカ北方地域では，生業活動を継続するための現金の重要性と確保の
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問題が研究の争点のひとつになっていた。さらに，環北太平洋沿岸地域の狩猟採

集民社会に関する研究が考古学分野を中心に増加傾向にあり，新たな国際共同研

究プロジェクトも生まれつつある。

　狩猟採集民研究では，アフリカのコンゴ盆地のピグミーとカラハリ砂漠のサン

の研究が，調査内容と研究者数，研究実績において中心的な地位を占めていた。

今回の会議でもアフリカのコンゴ盆地とカラハリ砂漠の人びとを対象にした研究

報告が最も多かった。コンゴ盆地のピグミーの事例は多様なセッションに分かれ

て報告されたのに対して，カラハリ砂漠のサンの事例は 20報告がかたまる形に

なっていた。ますます，1つの民族内での研究テーマが細分化してきた傾向があ

り，より総合的な研究の視点が求められている。また，サン研究では，国家や

NGOとの関係や研究がサン社会にどのように貢献できるかといったテーマが取

り扱われているのに対し，後者では，儀礼や自律性，シェアリングなど比較的古

典的なテーマが取り扱われる傾向が見られた。アフリカの狩猟採集民研究では，

シェアリングやコミュニケーション，資源開発問題，先住民支援に関して新たな

視点からの研究が出現した点が注目に値する。

　世界の多数の国々からこの会議に参加・報告しており，本会議はますます国際

的な会議になりつつある7）。そのなかで，日本からの研究の貢献は必ずしも少な

くはない。主として文化人類学と生態人類学からの研究報告が多いのであるが，

北米やユーラシアの極北，アムール川，コンゴ盆地，カラハリ砂漠の諸地域の研

究においてその存在感を示していると考えられる。このほかにも，本稿ではふれ

てはいないが，東南アジアのなかのボルネオ島やマレイ半島での研究による貢献

が認められるであろう。

　狩猟採集民研究が細分化し，深化していくことは，当然のことであり，望まし

いことであるともいえる。その一方で，多様な狩猟採集民の全体像や共通性の把

握があまり行われなくなる懸念がある。今回の会議に象徴されるように狩猟採集

民に関する知見は増大しつつあるが，「狩猟採集民」に関する通時間的な通文化

研究を実施し，多様な「狩猟採集民」の文化や社会の共通性を広い視野から総合

的に検証することが必要な時期にさしかかっているのでないかと考える。また，

日本からの狩猟採集民研究への貢献については，旧石器時代や縄文時代の研究お

よびアイヌの先史学，近世・近代史研究，南西諸島の先史学など，文化人類学以
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外の先史学・考古学・文献史学，あるいは社会学，社会言語学などの分野にも参

加の輪を広げていくことが大切である。それによって日本からの研究の国際発信

を促進し，狩猟採集社会研究における存在感と貢献度を増大させることが可能に

なると考えている。

注
1） これまでの CHAGSによる研究成果の概観については，Lee（2014）に詳しいので参照さ
れたい。また，1–8回までの CHAGSのジェンダー研究については，Sterling（2014: 157–168）
が参考になる。とりわけ第 8回の CHAGS（国立民族学博物館での開催）の成果論集は，民
博の出版物である『Senri Ethnological Studies』（SES）のなかで，すでに 6冊が刊行されてい
る。その詳細は，付録（本稿の 371～ 372頁）にまとめられている。最近では，リヴァプー
ル大学での第 10回 CHAGSの研究成果が SES No. 94に加えられた（Ikeya and Hitchcock eds. 
2016）。

2） 第 11回国際狩猟採集社会会議について，すでに 2つの報告がでている（園田・二文字
屋・関野 2015; 関野・戸田 2016）。しかしながら，両者とも各セッションの内容にまで踏み
込んで紹介するものではない。また，Prentiss et al. （2016）も参照されたい。

3） 第 11回 CHAGSの研究成果として，以下のものがすでに刊行されている。Reyes-GarcíaV. 
and Aili Pyhälä eds.（2017）, Finlayson, Bill and Graeme Warren eds. （2017）を参照されたい。

4） 立場によって，傾向の分類や把握は異なる。園田らは，分科会の全体的な傾向を①新たな
方法論の模索，②古典的なトピックの継承，③地域性の主張，④普遍的な狩猟採集民性の問
題，⑤現代的課題の解決の 5つのカテゴリーに分類している（園田・二文字屋・関野 2015: 
463）。

5） JST/JICA地球規模課題対応国際科学技術協力「カメルーン熱帯雨林とその周辺地域にお
ける持続的生業戦略の確立と自然資源管理―地球規模課題と地域住民のニーズとの結合」
では，2011年から 5年間，市川光雄（現・京都大名誉教授）をはじめとする日本人研究者
と当該国の研究者の共同研究として，現地の人びとと協働しながら調査が進められていた。

6） 園田らは，「社会参加型人類学」と呼んでいる（園田・二文字屋・関野 2015: 466）。
7） 現在，CHAGSにかかわるオンライン・ジャーナル　Hunter Gatherer Research （HGR）が，
リバプール大学出版会から刊行されている。また，2018年 7月 23～ 27日には，マレーシ
アのペナンにあるマレーシアサインズ大学で CHAGS12が開催の予定である。
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